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（司会）　
皆さん、こんにちは。この土日、何かと行事・イ

ベントが多い中で、本日は当センターのシンポジウ
ムにご参加いただきまして、本当にありがとうござ
います。 

ただいまから、連続シンポジウム「少子化の流れ
に抗して」と題しまして、第１回「『消滅する市町
村』論を検証する」というシンポジウムを始めたい
と思います。

それでは開催に当たりまして、当センターの理事
長の筒井早智子より、皆様にごあいさつを申し上げ
ます。  

（筒井理事長） 
皆さん、こんにちは。少子化問題が深刻となる

中、日本創成会議が昨年５月に発表しましたいわ
ゆる「増田レポート」。これによりますと、今後 30
年間で 20 代から 30 代の女性が半減するという自
治体が全国で 896 市町村。もう皆さん、あちこち
でお聞きしたと思います。

高知県におきましては、34 市町村のうち 23 市
町村がこれに該当するというショッキングな内容
でした。この予測では、四国の人口が 30 年間で約
100 万人減少する。実に四国の１つの県がなくな
るということになります。本県では 1990 年（平成
２年）に全国トップを切りまして、人口の自然減に
転じております。生まれてくる子どもの数は、こ
の 1990 年当時の４分の３にまで減少しておりまし
て、依然としてその傾向が続いております。 

高知県では、未婚化・晩婚化の状況や高い共働き
率などの実情を踏まえた取り組みをしており、本年
度から、少子化対策の抜本強化と女性の活躍の場の
拡大を新たな重点施策に掲げて、対策を強化してお
ります。また、四国４県と経済団体などによります
四国少子化対策会議が昨年立ち上がりまして、開催
されているところです。 

このような動きの中で、高知県自治研究センター
では、これからの地域づくりを考えるシンポジウム

「少子化の流れに抗して」を開催することといたし
ました。第１回の本日は「『消滅する市町村』論を
検証する」をテーマに、首都大学東京准教授、山下

祐介先生の記念講演をいただきます。
また、山下先生をはじめ、ＮＰＯふるさと回帰支

援センター代表理事の高橋公氏、そして地元から黒
潮町総務課長の武政登氏をパネラーにお招きして、
パネルディスカッションを行います。 このシンポ
ジウムは、高知県民全体の課題といたしまして、今
後連続して行うことにしておりますので、多くの県
民の皆様の参加をお待ちしております。本日は長時
間となりますけれども、どうぞよろしくお願いいた
します。 

 （司会） 
ありがとうございました。連続シンポジウムと銘

打っていますので、今日は第１回として「『消滅す
る市町村』論を検証する」という内容です。第２回
目は、日程だけ決まってますのでご案内をします。
５月 23 日の土曜日にこの会場で行います。テーマ
は「島根県など中国地方におけるＵターン、Ｊター
ン、Ｉターンなどの現状とこれまでの取り組み」。
つまり、県外からの移住が進んでいる島根県の取り
組みの報告をいただいたうえで、第３回目は７月頃
に、これまだ日程は未定なんですけども、とりあえ
ず３回連続して行って、高知県における課題を抽出
する中で、それ以降は、個別具体的な課題の対策を
考えていきたいと考えているところです。

ということもご案内申し上げ、早速ですが、第１
回目の「少子化の流れに抗して」の「『消滅する市
町村』論を検証する」ということで、第１部の基調
講演であります首都大学東京准教授、山下祐介さん
から基調講演をいただきます。それでは山下准教
授、よろしくお願いいたします。
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基調講演 

首都大学東京　都市教養学部准教授
　山下　祐介　

 
こんにちは。首

都大学東京の山下
といいます。よろ
しくお願いいたし
ます。

首都大学東京と
いうのはかつての
東 京 都 立 大 学 で
すが、移ったのは
2011 年４月でし
て、ずっと長い間

17 年間、青森県にある国立大学の弘前大学におり
ましたので、私の調査フィールドは、基本的には青
森県それから岩手県、秋田県が多いです。

ちょうど先週の日曜日 15 日ですけど盛岡に行き
ました。盛岡の「さわや書店」ってご存じですか
ね。ポップで売ったりする、地元のなかなか力のあ
る本屋さんがあるんですけれども、その「さわや書
店」の招待で、うちの首都大学東京にはもう一人社
会学者で、よくラジオに出ています、宮台真司先
生っておられるんですが、彼と一緒に同じようなタ
イトルで、増田レポートの批判を踏まえて、現在の
地方創生の内容について少し解説するというふうな
催しをしてきました。そこには 300 人来ました。

考えてみると、総務大臣されて、その前に岩手県

知事を 12 年間されていた増田さんの本がこれだけ
出て、地方創生という形で、地方にいろんな形で
事業がこれから付くという形で、非常に功績のある
方だと理解できるんですけども、実際上行ってみる
と、私、この『地方消滅の罠』という本を書いて、
これかなり増田レポートに対する批判として書いた
んですけども、その私をどうして岩手県が 300 人
も手ぐすね引いて待っているのかと思って行ったら
ですね、案の定というか、うわさには聞いていたん
ですが、増田さんの知事時代の県政に対して非常に
批判的な方が多かったみたいですね。それで要する
に、今回このレポートが出て、地方創生という形で
岩手県が動かなきゃいけないというときに、県民の
中ではやっぱり「何言ってんだ」っていう感じの感
情が非常に強く出てきたみたいです。それで、私
300 人相手にお話しして、テレビも来て、ついには
各紙も取材に来て、次の日にはかなり広く出してい
ただきましたが、実は、その前の日にも岩手県の３
つの町でですね、過疎と言っていい３つの町が独自
にシンポジウムをやって、そこでは「競争から協調
へ」みたいな形で、首長さんたちが集まって大会を
やっていました。それも岩手日報にでーんと２ペー
ジ分出て、そこに私のインタビューも載っていると
いう、そういう具合で、２月に入ってかなり岩手県
の中では批判的な方向で動いてるところがあるよう
です。 

私は、増田レポートというのは基本的には一応民
間のレポートですので、それほど目くじら立てて
怒ったり批判したりする必要は現状としてはないと
思っていますが、ふたを開けてみると、昨年 12 月
末に地方創生本部である「まち・ひと・しごと創生
本部」ができた後、それの実動を方向づける「長期
ビジョン」と「総合戦略」というのが出ました。

この内容を読んでみると、もう全く、多少は増田
レポートよりはましな形になっているんですが、か
なり踏襲しているというか、そんなことはあっては
いけないと思いますけど、書いた人が同じだという
うわさがあります。 

そういうことで、かなり連動している動きだとい
うことは誰の目にも明らかなんですが、これは一体
何を狙っているのかってまだちょっと私にもよく分
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かりませんが、少しずつ形が見えてきて、この本を
書いたときにはいろんな人から手ぬるいみたいな言
い方をされたんですが、政府と増田レポートは違う
と、今でも私は違うと言い続けたほうがいいと思い
ますけども、でも、かなり連動してきている。かな
り狙いが見えてきたかなという気もします。

他方で、増田さんも含めて、何かこの国に暗い動
きがあって、何かすごく用意周到な陰謀が働いてこ
ういうことが起きているというふうにあんまり考え
てもしょうがないかなと思ってます。それほど深い
ことは起きていない。起きていないんだけれども、
明らかに一つの方向へと向かっている。この方向は
少しやっぱり私は、そろそろもうかなり明確に否定
するところは否定していかなきゃいけないかなとも
思ってます。

今日は基本的にはこの本（『地方消滅の罠』）で書
いた内容を少しずつ紹介しながら、それから、地
方創生本部の動きが出てきましたんで、そのあたり
は最近幾つか見聞きしたこともありますので、そう
いったことを踏まえて、多少自由に今考えているこ
とをお話ししていきたいなと思います。

レジュメのほうは、配布しているスライドに従っ
てお話ししていきます。それから今発売中の『新潮
45』の記事で、その後考えたことなどを詳しく載
せていただきましたので、これも後でご覧になって
いただければと思います。

では、早速スライドに従ってお話ししていこうと
思います。

「選択と集中」論の危うさ

内容は多くありますが、基本的には「誰が地方消
滅を導くのか」と「何が必要なのか―ふるさと回帰
の可能性？『住民とは誰か？』を問い直す」という
点を中心にお話ししていきます。それから、過疎問
題についての解説をちょっと最初にしておいたほう
がいいのかなと思いまして、この本の前に、私『限
界集落の真実』という本を書いて、これは結構受け
入れられて、ある人いわく「国交省の今度のグラン
ドデザインにもかなりこれ入っているんじゃない
か」と言っていましたけども。この間、国交省のこ
れを担当した課長さんに会ったら「読んだ、読ん
だ」と言っていましたので、ここで挙げている考え
方というのは、今度の国土形成計画のほうにもそれ
なりに反映されているんじゃないかと思います。こ
の本に書いてある内容も少しお話ししながら、地方
消滅論についてどういうふうに考え対抗していくの
か、あるいは、対抗していくべきなのかということ
について、私の考えをお話ししていきたいと思いま
す。 

今日、ここに来られている方々はもうそれなりに
お読みになったと思いますけれども、昨年の５月に
発表された増田レポートというものが、「すべての
町は救えない」というかなりどぎついタイトルで、
しかも小泉進次郎さんが言っているということに
なっていますが、何回かの『中央公論』での連載を
経て『地方消滅』という新書にまとめられて、これ
が今度新書大賞になったんですね。

これについては、先ほどこのあとのパネルディス
カッションで登壇される高橋さんともお話ししてい
たんですけども、確かにこのまま行くと消滅する可
能性があるという危機感をしっかり出していくこと
によって、今まで人口減少問題について、今日来ら
れてる方々はどこかの自治体の職員の方々が多いん
だと思いますが、特に自治体の職員の中でも、あた
かもあるのにないかのような形でふるまってきたと
ころがあるので、そういう意味ではもうこれを機会
にしっかり危機感持って立ち上がろうと、そういう
チャンスをつくったという意味では評価されるとこ
ろだと思いますし、私の周りでもそういう認識の現
場の人や地方記者さんたちは結構多いです。

ただ、人口減少問題というのは原因をしっかり踏
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まえて、その原因に対して適切な対処をもって切り
抜ける必要があって、もしかすると、この本に書か
れている内容や今進んでいる地方創生の動きという
のは、さらに事態を悪化させていく可能性があるん
じゃないかというふうに私は見ています。そこら辺
を今日は、本にも書いてることなんですけども、少
し解説してみたいと思います。

それでこの『地方消滅』という増田レポートを下
敷きにした本の中では、「選択と集中」という言葉
が何回も繰り返し出てきます。これは気をつけて見
てないと、「そんなこと言ってるか」みたいな形の
ことを言う記者さんもいましたし、一見気づかない
かもわかりません。これ、さっき聞いたら、増田さ
んは、岩手県内では県知事時代、これをずっと振り
かざしてたそうなんですね。だから何となく、何と
いうんですかね、増田さんの性格をご存じの方は分
かるし、一体何を言っているかというと、要する
に、自治体経営に企業経営のやり方を持ち込んだ方
でもありますし、それを今度は県レベルではなくて
国レベルに持ち込もうというふうな形のものとし
て、一応理解することができるかと思います。 

ただ、この「選択と集中」という言葉ですね、こ
れは要するに、すべての町を救うことはできない
という思考ですね。結局、もう大変なことになって
るんだから、全員助かるわけにはいかないと。全員
助けようと思ったら、この船は沈むと。石破大臣が
そういうことをちらっと語ったらしいですね。これ
ちょっと、大臣が語り始めたのだとしたら、それは
よくない傾向だなと思うんですが、そういう論理で

すね。重要なのは国を守るために一部の者を犠牲に
してもというか、一部の者にかかわってたら国全体
が沈むという、そういう危機感に変わりつつあるの
が一番怖いという話です。 

そういう雰囲気ができてきたということによっ
て、地方の存続をめぐってすべて肯定できない雰囲
気というのが出てきた。2000 年ぐらいまでは、高
知県でもそうだと思うんですけども、どんなに奥の
集落であろうが、何というか、無理やり引きずり下
ろすわけにはいかないし、また、2000 年ぐらいま
ではまだ財政も表面上は順調だったので、行政サー
ビスできないということもあり得ないですし。です
から、何ていうんですか、そこに暮らしている以上
はみんなお互いに協力し合って幸せに生きていこう
ね、という雰囲気だったと思うんですが、それがだ
んだんと肯定できない雰囲気になってきているとい
うことだと思います。 

それから、私は 2011 年に青森県から東京に来た
ので、その後も青森にはしょっちゅう戻ってます
けど、そこでも、まだこういう雰囲気って出てない
と思うんですけど、私ちょっと不気味に思うのは、
若い人たちを相手にした仕事をしてますので、学生
たちと話すことがあります。私のところに来る学生
は、大体地方出身者か東京の出身でも地方に行って
みたいとか、田舎暮らしにちょっと興味があるみた
いなのが多いので、あんまり露骨には出てこないで
すが、それでもやっぱりぽろぽろっとこれ出てくる
んですね。「だって全部の地域守ってたら、この国
壊れちゃうじゃないですか」みたいな言い方をした
り、あとは「とにかくどこかに集中させて統合し
て、日本人全体がある方向へと向かっていかない
と、この国はやられてしまう」みたいなことを、結
構まじめに言う学生たちも出てきてます。

地方ではまだそこまでの雰囲気はないでしょう
し、何よりもそんなことを言い始めたら、奥のほう
の集落要らないって言い始めたら、多分高知県も日
本にとって要らないですよね。南海トラフ地震来る
んですよ、こんなところどうして住んでるんです
か、早くいなくなったほうがいいんじゃないです
か、大阪だって京都だってあるじゃないですか、何
もこんな沿岸の台風のたくさん来るところに這いつ
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くばって生きていく必要ないですよという感じの雰
囲気が、10 年前までは思っても口にしなかったと
思うんですけど、そろそろこれが出てき始めた。こ
れは世代替わりもあると思いますが、それはちょっ
と後でお話ししていきます

実は報道もおかしくて、場合によっては、国交省
が住民を引きずり下ろして 5,000 カ所にまとめる
みたいなことを言ってるんだというふうな報道が
流れていますね。これは詳しくはお話ししません
が、誤報だということで国交省で大騒ぎしてたそう
で、僕が知ってる課長さんは、これは間違いで、
5,000 カ所引きずり下ろすんじゃなくて、5,000 カ
所拠点をつくって、奥のほうの集落が下りてこなく
ても済むような形で拠点をしっかり国で整備してい
きましょうという計画なんですけれども、それを引
きずり下ろすみたいな形で報道されてしまい、各地
域でもそういうふうに理解されてしまったので、高
知県もそういうふうに理解したかもしれませんけれ
ども、それを一生懸命、今「誤解だ、誤解だ」と
言って、説いて回ってるという話を聞いてます。で
すが、いずれにしても、こういう報道が出るという
こと自体、マスコミのほうでも「もうこういうライ
ンで行くということが当然なんだ」という雰囲気が
少しずつ出てきてるというのが問題なんだと思いま
す。

でも、2014 年に突然こういう雰囲気が、増田レ
ポートのお陰で出てきたわけではありません。もと
もとそういう議論があって、思い出すのはやっぱり
限界集落論が出てきた 2007 年ですね。2007 年は

参院選で自民党が民主党に負けた劇的な選挙があり
ましたけども、あの時に、メディアがこぞって限界
集落という言葉を使って地域間格差を、要するに自
民党の小泉改革が拡大させたということで、その具
体的な事例として「限界集落みたいなものが出てき
て、もう次々と消えていくんだ」みたいな印象でメ
ディアが語ったことに発しています。 
『限界集落の真実』でちょっと書いたことです

が、高齢化が進んで消えた集落って、僕はまだ十分
に典型的な「これだ」というものを見たことはない
んですが。高知県内でも多分ないんじゃないかと思
うんですね、それほど。ある可能性はあります、も
うそろそろ、それも後でお話ししますけども。

でも、この議論も、そうそう、忘れてました、こ
れは高知県出発の議論ですから。大野晃先生は、私
も学会でずっと一緒なので十分存じ上げてますけれ
ども、はっきり言って、限界集落論は、集落に限界
が来て消えてしまえばいいなんていう話ではもちろ
んないですよね。そうではなくて、むしろ逆に、地
域を残していきましょうって話だったんですけど、
どこかで地域消滅やむなし論に変わってしまって、
それがいつの間にか、地方消滅論に展開していって
いる可能性があります。

そこで、過疎問題の経緯について、最初に少し
ざーっと振り返って、特に限界集落って一体何だっ
たのかということについて、まず最初に解説すると
ころから始めたいと思います。
「過疎」という言葉は、1960 年代ぐらいから使

われた行政用語といっていいと思いますけれども、
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昭和 38 年の「38 豪雪」から始まっていますので、
1963 年ですかね。その頃にメディアなんかにも登
場したと考えてよいかと思います。

そして 1970 年に過疎法ができて、対応が取られ
るようになっていくわけですが、今見てみるとこう
いうことですね。

戦中ちょっと陰りがありますが、どこも戦前から
ずっと戦後にかけて人口増が続いて、特に戦後は
団塊の世代、ベビーブームが起きて、1955 年から
1960 年あたりまで日本各地どこも人口増だったん
ですよね。

ところがベビーブーム世代が就職する、中学校終
わって出ていく、高校終わって出ていくというこ
とになってくると、どこも人口減に変わっていきま
す。

この人口減になったときに「過疎、過疎」と言っ
て大騒ぎしたんです。

ところがその後、1970 年代に団塊の世代が一回
出るんですけど、一部はＵターンしたりして、あと
残った人も結婚して子どもを産むようになった第二
次ベビーブームが生じます。すると、一時的に人口
が 1975 年から 1985 年あたり、国勢調査を見ても
回復するんですね。あとの話でいうと、結局、回帰
ですね、ふるさとへの回帰というものが結婚と出産
に結びついて人口増になったという典型的な例です
けれども、こういうことが起きたということで、一
時的には「もう過疎問題は終わった」みたいな形の
話もありました。 

ところが、1980 年代の後半ぐらいからまた人口

減が始まって、特に 1990 年の国調が発表された前
後ぐらいだと思いますけれども、1990 年代の頭に
なると自然減が始まるんですね。市町村別で見て
も、自然減が始まって、生まれてくるよりも死ぬ人
のほうが多い地域というものがぽこぽこ出てき始め
たのが 1990 年代です。

その後、バブルが崩壊があって、公共投資がガン
ガン積み重ねられたこともあって、逆に人口は減っ
てたんですけども、1990 年代って多分地域づくり
とか地域活性化とか、ここに来られてる皆さんの自
治体のところでも、その当時建てたいろんな箱物と
かがあるかと思いますけれども、やってたので、人
口は減少してたんですが、地方は衰退するとか消滅
するみたいな話までは実はいかなかった。ここも一
つの、今に至っては、ここまで事態が進んでしまっ
た原因にもなっているかもしれません。

そのころに大野晃先生が限界集落問題を提起し始
めたんですね。ただ、結局、大野先生の議論が世間
に受け入れられるようになったというのは 2007 年
になってからで、特に 2005 年に大野先生が本をお
書きになって、本として出版されたところからこの
問題に火がつきました。一応おさらいしておくと、
65 歳以上の高齢者が集落人口の半分を超えて、社
会的共同生活の維持が困難な地域ということで、
高齢者ばっかりになって地域が続かなくなってき
ちゃった、そういう地域を限界集落と呼びましょう
ということを大野先生は提起したわけです。

具体的には、2010 年代の問題として 2007 年頃
に取り上げられて、第三次過疎問題として、この限
界集落化とそこから出てくる集落消滅というふうな
課題だという形で、今認識されつつあるということ
です。

「限界集落」は簡単には消滅しない
ところが、「限界集落はほんとに消えるのか」と

いう話を、私もいろんなところで書いたり発言した
りしてるんですけども、限界集落がどうして出てく
るのかということを考えてみると、これ「高齢者
ばっかりで大変だ」っていう話にはなかなかならな
いんだと思うんですね。

どういうことかというと、３つの世代に注目する
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とよく分かります。地域ごとにこういうグラフを
作ってるんですね。1995 年が一番わかりやすく３
つの世代が出てきますので 1995 年で作るといいで
すけど、真ん中の 40 歳台あたりが団塊世代で、団
塊ジュニアが 10 歳台～ 20 歳台前半です。それか
ら、その上に戦前生まれの世代があって、これは大
正末か昭和一ケタあたりなんですけども、これ戦争
へ行かないで済んで、かつ、何ていうんですかね、

「産めよ、増やせよ」で結構人口が多い世代なんで
すよね。全国とか東京都なんかだとこの世代出てこ
ないですけど、各地ですね、島根とか、高知とかは
作ればきれいにここは出てきます。

過疎地を代表する地域で、例えば青森県内の西目
屋村というところは、白神山地の手前のところ、今
1,000 人ぐらいになっちゃったんですけど、そこも
グラフ作ってみると、この戦前の昭和一ケタあたり
というのがものすごく多いというのが分かるかと思
います。ここは団塊世代もいない。なので団塊ジュ
ニアもいないということなんですけども、この人た

ち、じゃあ孤立しているのかというと、後でちょっ
とスライド出てきますんで、孤立しているのかとい
うとそうではなくて、実はこれ、県内で言えば団塊
の世代いるんですよね。それから、団塊の世代がい
るので団塊ジュニアもそこそこいるんです。要する
に住み分けをしてるんですね、場所の住み分けを。

ここら辺だと、例えば大豊町なんかが一番過疎が
進んでるみたいな話になってますが、あそこに例え
ば年寄りだけで住んでいる集落があるとします。で
も、その人たちの子どもがいないわけではなくて、
子どもたちは、そこに住んでいないだけで、多分高
知市内で働いたり、あるいは高知市内まで来る手前
のところに住宅を買ったりして、ちょうど自分が出
てきた地域と働く場所との間ぐらいに住宅を求めて
そこで住んでいるので、各地域の人口だけ見てると
じり貧に見えますけども、県内全体でいうと大体バ
ランスが取れたような配置になってるわけです。

重要なのはむしろ団塊ジュニアの後で、今団塊
ジュニアがさらにジュニアを生んでないですよね。
そこら辺が実は問題で、重要なのは年寄りばっかり
住んでいるということが問題なんじゃなくて、その
地域をどういうふうに世代間で継承していくのかと
いうことが重要な問題だということになります。

今のことを実は人口のパターンで見ていくと、い
ろんなことが分かってきます。これは 47 都道府県
の、2005 年バージョンしか作ってませんが、人口
の推移を幾つかのパターン分けにしたんですけど
も、大体ざっと４つのパターンに分かれます。

高知は見事にＭ型になるはずなんですけど、ずっ
と伸びてその後落ちてまたちょっと伸びるんです
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けども、もとのところまで伸びきらずに落ちるとい
う、これが大体過疎地域を抱えている県のパターン
です。高知県もこうなります。それに対して幾つか
Ｎ型が出てきます。１回落ちるんですけど、第二次
ベビーブーム後はずっと伸び続けているところです
ね。それからもう一つ、Λ（ラムダ）型というのが
あって、第二次ベビーブームもなく、1960 年ぐら
いをピークにしてすとんと落ちてる地域、この４つ
の地域に分かれます。

県レベルでいうと、高知県は見事なＭ型です。
市町村別に見ると、例えば、高知市は↗型で、最

後ちょっともう落ちてきています。それから、大体
Ｎ型になっているところは大きい都市の郊外住宅地
を抱えているところではないですか。多分そうなっ
ていると思います。

それで、高知県はそうなんですけども、こういう
Λ型が結構多いですね。それを地図に落としたのが
これです。

大体言ったとおりのことになってると思います
が、このΛ型というのは、要するに年寄りばっかり
いるということです。団塊の世代もかなり出てし
まって、団塊ジュニアも次のジュニアを多く生んで
ない可能性があるところで、ここが一番これから深
刻になってくるんですね、世代関係上ということ
で。

ただし、その行った先はどこにあるかということ
ですね。その団塊の世代や団塊ジュニアたちがどこ
にいるのかというと、多分このＭは団塊世代がいる
んです。団塊ジュニアもそこそこ生んだ地域だとい

うことになります。Ｎは今人口が集まっているとこ
ろで、Ｎにマイナスというのを付けているのは、も
う 2010 年ではマイナスになっちゃっているので、
もう人口増は期待できない。それに対して、ここだ
けですね、この３つだけＮになってます。それから
高知市はもう↗で登り切って、もう今落ちてますの
で、これ以上多分人口は伸びないかもしれない。

今の自治体に合わせて並べていくと、幸いなこと
にまだ何カ所かＭがあるんですよね。なので多分そ
ういったところには、それなりにまだ若い人たちが
いるということで、その人たちと多くのΛ型の地域
をどういうふうに今後つないでいくのかということ
が重要になってきますし、結局、何が起きてるかと
いうと、家族が広域に広がって世代間で住み分けて
るということです。

戦前生まれは昔ながらの暮らしをずっと守ってき
ました。それに対して、戦後直後の団塊世代は、近
隣の都市に出て働いて子育てしたり、あるいはここ
からだと多分山越えて太平洋ベルト地帯に行くな
り、大阪へ行くなりして就職して、そしてその先で
子育てしている。それに対して、その団塊ジュニア
たちは都市のほうで生まれて、都市のほうで生まれ
ることによって高等教育も得て、都市で暮らせる人
間になっているということだと思います。 一番奥
の集落の人でも道路工事とかそれからいろんな制度
とか上手に利用して、年寄りでもこっち側で暮らし
つつ、都会に子どもたちを出して、その子どもがさ
らに子どもや孫を生んで、さらに言えば、この低成
長期生まれが今子育てをしてる最中になるわけです
が、こういう形で住み分けていくことによって、
一番奥の村で林業がもう全然駄目になっても、そこ
そこ年金もらって、それから子どもたちの仕送りと
か、あとは自治体でいうと、都会の自治体が田舎の
自治体に仕送りをしてくれたのでずっとうまくいっ
てきたんです。

ところが、一つは、2000 年代に入ってそういう
中央から地方への地方交付税、交付金というものが
ストップになって出てこないようになった。ただ、
今まで付けすぎたということは確かにあるんだと思
いますが、そういうふうになったということ。それ
とともにもっと重要なことは、2010 年代問題とし
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てもう真っただ中へ入ってますが、2010 年に入る
と、この昔ながらの暮らしを守ってきた昭和一ケタ
生まれというのが 80 歳代に入って、だんだん亡く
なり始めたと思うんですね。

僕も 2008 年ぐらいから気をつけてると、今まで
あり得なかった、集落の真ん中の一番大きい家が
すぽっと抜けてるというような事態を目にしてきま
した。あれからもう７、８年経ってますので、相当
そういう状態が進んでるかと思いますけれども、い
ずれにしても、逆に言うと、そういう家々に団塊世
代や団塊ジュニアの世代や、あるいはもしかすると
平成世代が帰ってきて継承してくれればこの問題は
片づく。もっと言うと、2010 年代まではじいちゃ
ん、ばあちゃんがずっと地域にくっついていたの
で、帰れなかった人が帰れるようになるきっかけに
なっている、そういうタイミングでもあるというこ
とです。ですから、この 2010 年代は重要だという
ことで、限界集落問題はこれからの問題だというこ
とを以前、議論してたんですね。

人口減少問題=少子化問題
重要なことは、高齢化ではなくてむしろ少子化で

あり、それから小さい集落が一番消滅に近いだろう
と。ここをどうにかしなきゃいけない。そのときに
重要なことは、子どもを生む世代が欠けていて、し
かも場合によっては、団塊世代さえあんまりいない
地域もあるだろうと。そうすると団塊ジュニアも生
れてない可能性があるので、その世代の継承をどう
いう形で若い人たちにバトンタッチしていくのかと
いうことを真剣に考えていかなきゃいけないという
ことです。さらに昭和の後半から平成世代の出生能
力が下がってるので、そこをどう考えるかというこ
とになってくるわけです。

ところがですね、こうやって過疎問題って一体ど
ういう問題なのかということを考えていったとき
に、これまでの過疎対策というのを振り返ると、高
知県もずっとやってきたと思います。一つは、地方
には産業がないので産業をつくりましょうというこ
とと、それから条件不利地域の格差をなくすため
に、インフラの整備をずっとしてきたんだと思うん
です。特に道路とか上下水道の整備とか、そういっ

たようなものを率先してやり、こういうものをやっ
ていくことによって、公共事業を落としていくこと
によって、地元に、まあいえば、雇用を生むという
ふうなそういう効果もあったかと思います。

これは、今考えてみると、年寄り世代をしっかり
地域に残しておくためにも必要だったし、年寄り
たちが、年寄りとあまり言うと怒られるかもしれま
せんけど、明治、大正、昭和の初期生まれぐらいま
でが高齢になっても、地域で農業をやり、地域の暮
らしを守るためには、やっぱり道路がありインフラ
がありということは必要だったので、そういったよ
うなものを維持することによって、過疎地から人が
どっと下りてくるということを防いだという効果が
あったと思うんです。

他方で逆もありますね。都会に出てた若い人た
ちが日常的に往復する、通いというものを可能に
した。これは多分昭和 30 年ごろの道路事情であれ
ば、高知市に出てしまったら、そう簡単にはうちま
で帰れないと思いますけど、今は電話して「ちょっ
と来てくれや」と言うと、多分１時間ぐらいで行っ
ちゃうんじゃないですか、どこでも。そうすると、
要するに、離れてても暮らせる状況をつくったとい
うことです。

ところが、これ問題は裏目に出て、子育て環境を
都市に移すことになったので、そのことによって少
子化が一層進行してしまったんですね。都市の人口
再生産能力が低いっていうことは、これ、今どうい
うふうに理解されてるかわかりません。人口学でも
これ常識です。

1970 年代ぐらいから江戸時代の人口統計なんか
も日本でもやり始めて、そうやって見たところ、都
市というのはとにかく人が死ぬところであり、生ま
れないところです。農村は人がとにかくあふれて
る。このあふれた人口がどんどん都市へ集まってい
くことによって、都市の足りない人口を補ってい
た。都市が要するにどんどん人口を消費することに
よって、江戸時代の人口というのは、あるときから
3,000 万人と言われてますけども、そこからあまり
人口は増えも減りもしなかっただろうと言われてま
す。それが幕末ごろから別な理由で増えていくんで
すね。それはともかくとして、これ厚労省が出して
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いる統計ですけども、合計特殊出生率が東京は一番
低いと。大体大きい都市があるところほど低くなっ
てるんですね。高知は 1.39 ですから、全国レベル
でいうとちょうど真ん中ぐらいですかね。いずれに
しても、そういうことで都市に集めてしまったこと
によって、人口再生産能力が落ちてしまったという
のが一番大きな問題になります。

こういう状況の中で、1990 年代からは一応少子
化対策が始まっているんですが、今出てきている政
府のメニュー見てると、それから増田レポートはも
う政府のメニュー引き出してきてただ書いてるだけ
なので、同じようなことが書いてあるので、要する
に、何をやってるかというと待機児童の解消といっ
てるんですね。ところが、僕の知ってるところは、
待機児童どころか子どもがいなくなって保育所閉め
たところがあるんですけども、待機児童解消って何
の対策なんだという感じもしなくもない。　

それから他方で、もちろん都市部で保育所の数が
足りないというところもあるのは知ってますし、私
の今住んでる八王子なんかはまさにその最前線です
が、じゃあここもあと 10 年経ったとき、また十分
に子ども生まれてくるんだろうかって、それもなん
か不気味な感じがするんですよね。つまり、郊外住
宅地が多いですよね、子育てしてるところは。そう
すると、ある年齢層が集まって子育てしてるんで、
その子育てやってる年齢層が集まっている地域は子
どもの数が多いですけども、その瞬間風速が非常に
短いので、要するに長続きしないということですよ
ね。

恐らく子育て環境をしっかり整えていこうと思っ
たら、こんな単に待機児童を減らせみたいな感じ
のことでは多分済まない。ですが、結局増田レポー
トに関してもそうですが、少子化に目を逸らすなと
いう割には、意外と大したことは書いてないという
ことなんですよね。これで果たして人口減少対策に
なるのかということですし、それから雇用対策だと
言ってますけども、雇用をつくるって、これ皆さん
ところでも多分これから躍起になってやらなきゃい
けないと思ってるのかもしれませんけど、思うの
に、若い人たちの雇用がないから人口減ったという
んであれば、雇用があるところは人口が増えてるか

というと、東京も人口別に増えてるわけじゃないで
すね。流入してるだけであって、出生数が一番低い
わけです。　

それから子育て環境等を考えたときに、雇用とか
仕事のことだけが重要なんじゃなくて、仕事はある
んだけれども、いろんな理由で地域に戻れないとい
う人も結構いるわけですよね。そういったものに対
する対策も何もない。他方で、こうなってくるんで
すね。私はいろいろ考えてみたときに、人口って何
で減るんだろう。人口は結婚して子どもを生むとい
うプロセスで増えるわけですね。あと、前半の結婚
してということなしでも子どもが生まれることもあ
りますが、とにかく男女が何かこう、あんまりこう
いうところで言うことじゃないですけど、関係しな
きゃいけない。

そうすると、それをやるのに対して、経済問題や
保育所問題だけでほんとに解決するのか。それどこ
ろか、思うに、経済問題はもしかすると子育て力と
合致しない可能性があるんじゃないかと思うんです
ね。雇用があっても結局先の保証がないとか、先が
見えなければなかなか子育て、子どもを生もうとい
う形にならないですよね。もし雇用がたくさんあれ
ばいいというのであれば、考えてみれば、多分高知
県内でも昭和 30 年代、まだ子どもががんがん生ま
れてたと思いますけれども、そのころって多分雇用
とか収入ってすごく低いと思うんですよね、まだま
だ。今から比べればもう全然、何というんですか、
これで食えるのかみたいな給料で食ってたと思うん
です。

逆に言うと、食えればいいんであって、お金とら
なきゃいけないっていう発想が若干おかしいです
ね。さらに言うと、経済力をつければつけるほど、
つまり働く場所の働き口があって、働く仕事があれ
ばあるほど、子育て力というのは減りますよね。か
つては旦那さんがどっかで働いて、奥さんは専業主
婦みたいなのが都会ではありました。だから子ども
を育てる余力もあったはずで、今は我々の世代かも
うちょっと下ぐらいはもう完全にそうですけども、
男女ともに家庭から出て働かなければならないの
で、保育所が必要になってくるわけですけども。

でも、男女が全員出てしまうと、経済合理性は非



― 12 ―

常に高まりますけども、家族の暮らしの合理性は低
まりますよね。だから一生懸命子育てしたいと、確
かに増田レポートで言ってるように、希望出生数と
いうのが一家族当たり２だと言ってますけれども、
にもかかわらず、今実際上生んでる数は 1.3 だとい
うことは、確かにこの希望に近づけるためにいろん
な政策をやっていく必要があるんですけれども、そ
のために雇用を増やして経済力をつけようという形
でやってしまったとしたら、それから、もう女の人
もとにかく働いてくれと、働いて働いて働いてくれ
る代わりに子育ては国が面倒をみますよと。そのた
めにはとにかく保育所だっていうようなやり方で、
ほんとに子どもが増えるとは僕には思えないです
ね。

働きたい女性の方もいるでしょうし、能力のある
人には働いていただきたいと思うし、また逆に男性
でもですね、子育てしたいという人もいます。別に
女性だけが子育てしたいわけじゃないです。それか
ら私もそうですけども、こんなに働くよりも、うち
で子どもと遊んでるほうが本当は多分子育て力が高
まって、多分一人でも多く生める環境になっていく
んじゃないかと思うんですけども。

いずれにしても、子育てを本当はみんな楽しみた
いんですよ。ほんと子どもが一人、二人になって
きてますので。子育て楽しみたいんだけれども、外
注しなきゃいけない。僕なんかはまだ大学のすぐそ
ばに住んでいるのでかなり自由なほうですが、東京
のサラリーマンなんていうのは都心に電車で毎日１
時間半くらいかけて、往復だと３時間ですよ。しか
も夫婦でやってれば、これ何のために働いているか
よく分からなくなってきてるんじゃないかと思うん
です。そういう話を東京ですると、結構みんな「う
ん」と言ってますので、そういう状況になってるん
だと思います。

「経済重視」「仕事優先」が少子化を助長する
とすると、何で人口が減ったのかということを考

えたときに、経済重視・市場重視のこの体制がやっ
ぱり暮らしを圧迫して、結婚して子育てするに至る
までの問題解決能力の低下の方が重要なんではない
か。女の人を口説くとか、そういうようなことを

やっていこうと思ったら、これ随分時間のゆとりと
心のゆとりがないと駄目ですね。ところが、今若い
人ほどこれがないです。男女ともにないので、どち
らかだけでもゆとりがあれば、女の人が男の人を
追っかけ回すとか、逆もあってもいいんだと思いま
すけども、でも両方ないので、結婚そのものにも恐
らく支障が起きている。

さらに、今考えてみると、2000 年代が一番問題
だったということですね。これはやっぱりちゃんと
言わなきゃいけないと思いますし、どうも自民党の
中でもこういうことをかなり言い始めてるので、僕
らがもっと言っていかなきゃいけないかなと思うん
ですが、僕は、小泉・竹中改革が経済や財政の問題
において果たした功績というものは、素人なので分
かりません。それから、これがなければ大変なこと
になってたっていう研究者もいますので、私はそれ
を否定する必要はないと思いますが、でも、これが
行われたことによって何が起きたかと言うと、結
局「競争だ、競争だ」と、「自由だ、自由だ」と。
そして、それこそ「選択と集中」だということで市
町村合併までやって、経済重視・市場重視で体制を
がちっと組んでったところに、ちょうど運悪く団塊
ジュニアの世代が子育てする時期だったんですね。
このときにこれをやっちゃったもんだから、ほんと
は団塊ジュニアにさらにその団塊孫が生まれれば、
３代目が生まれれば何の問題もなかったんです、こ
れ、人口減少の問題。

人口減少、人口減少と言ってますけども、世代間
のバランスですから、団塊世代がある程度亡くなっ
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てくればと言うと怒られるかもしれませんけども、
いなくなってくれば、あとは団塊ジュニアをどうい
うふうに送り出すかってことですから、その下が
ちゃんといれば何とか態勢は整うんですけども、団
塊ジュニアがちゃんと子どもを生んで育てなかった
ということが、相当これから大きく私たちに響いて
くる可能性があるということなんだと思うんですよ
ね。

逆に言うと、2000 年代にこういう改革を行わな
くて済めば、恐らくこの中から、団塊ジュニアの中
からあの時期にもっと回帰が起こって、高知県の中
にも戻ってきて、地方や田舎にも戻ってきて子育
てしてたかもしれない。ようやく多分、これから
ちょっと話をしますが、ようやく 2010 年代の後半
に入って、そういう芽がやっと出てきたという感じ
がしますけれども、遅いけれどもそれをやんなきゃ
いけないということです。いずれにしても、子育て
というか、人口減少ということで言うと、意外に関
係なさそうに見えるこの経済問題やそれから行財政
改革というものが果たした効果というものを無視で
きないだろうと。

これを反省するかどうかによって変わってくるわ
けですが、今の増田レポートは、これをさらに推
し進めるという論理になってるわけですね。背景に
は、新自由主義的な改革をやられた官僚の方々がつ
いてるんだといううわさがあります。どうも単なる
うわさじゃなさそうですけども。それで、ただ、そ
れに対して政府の立場で言うと、私も一度二度官庁
や自民党の方にも呼ばれて、いろいろとこちらから
質問をしてみたんですけれども、増田レポートと政
府の立場というのは必ずも一つではなくて、政府は
やっぱりずっと、今安倍総理もそうですけれども、

「消えてよい地域などない」とはっきり言ってるん
ですね。それに対して、増田レポートは「地方消滅
やむなし」ってはっきり書いてます。ですから、こ
れはもう全然立場が違いますし、場合によっては多
分ここで出てくるΛ型の地域というのはもう「選択
と集中」の対象であり、Ｎ型の地域に集めればいい
という考え方で進めるのが増田レポートだとする
と、政府はそこまでは言ってません。Λ型の地域も
ちゃんと存続するんだとは言ってます。

ところが、最近出てきたこの年末の「長期ビジョ
ン」と「総合戦略」の中身見てみると、仕事重視の
戦略になっていて、変な話ですけど、補正予算で出
てきたときびっくりしましたけど、ロボットとかで
すね、過疎地の対策にしてはおかしなものがぽろぽ
ろ出てくるんですね。ベンチャーだとかそういった
ものばっかりが出てくる。増田レポート、後でお話
ししますけども、僕は、このレポートの意図は経済
界がかなり背後で絡んでいるということですので、
中央資本によって地方を侵略していくというか、攻
略していくというところに国家政策をしっかりかま
せて、税金使って入り込んでいこうというふうな、
そういう意図があるんじゃないかなと思ってます。

それがどうも今度の「総合戦略」で実現されてい
く可能性がある。だから、こういうことを言うと戸
惑うかもしれませんけど、これに乗っちゃうとまず
いぞ、あのメニューに乗っちゃまずいぞと。別のメ
ニューをちゃんとこちら側で用意して「これじゃな
いよ」と、「うちでやりたいのはこれ」という形で
出していかないと、ほんとにこの戦略に乗って、地
方消滅の罠に完全にはまってしまう可能性が出てき
てるんじゃないかなと思っています。

そのとき、ちょっと心配なのが、石破大臣が最
近「自治体間競争だ」って何回も言って、これ共同
通信の記事でも出たので、高知新聞でも出たのかも
わかりません。これはブルームバーグというネット
で配信してる記事に出てきて、これ随分いろんなと
ころで出回ってるんですけど、これ見てると「結果
的には自然淘汰になる可能性がある」とも語ったっ
て書いてあって、「えっ、そんなことを石破さんが
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言ってんのか」と思うんですけども、これ、よくよ
く見ると、みずほ総合研究所の研究員がそういうふ
うに解釈したという文章なんですが、でも、石破大
臣自身は実は「ナショナルミニマムの保障にとどめ
るべきだとしている」ということなので、ミニマム
は守ると言ってますし、それから、消えてもいいと
か自然淘汰になってもいいということは言ってない
ですね。

だから、すべての地域を守るという姿勢は、一応
自民党の考え方というのは、石破大臣ももちろん当
たり前ですけども堅持しているわけですが、こうい
う、何と言うか、言葉のゲームをたどっていくと、
最後は自然淘汰やむなしみたいな方向へとメディア
自身があおって、それに乗せられていく可能性があ
る。さらに言うと、どうして自治体間競争をやんな
きゃいけないというふうに、石破さんがあんなに血
気盛んに言うのか分かりませんけれども、誰か周り
でそういうことをたきつけている方がいるのかなと
いう気はしなくもない。

単純に言うと、これからお話ししていきますけど
も、競争が重要なんではなくて、そりゃ競争はしな
きゃいけませんよ。切磋琢磨はしなきゃいけないけ
ども、自治体間が競争してけ落とし合いをし始めた
ら、これ大変なことになりますよね。第一そんなこ
とできないじゃないですか、そもそも。なので最初
に言ったように、岩手県では首長さんたちが集まっ
て、はっきりと「競争じゃなくて、協調だ」と言っ
てましたし、そういった、やっぱり協調とか協働み
たいなことをしっかりと主張していかなきゃいけな

いし、石破さんのこの発言は切磋琢磨という意味だ
よねと。それならみんなで頑張りますよと、それな
らそういう意味では競争はしていきますよと、頑
張ったところが結果を出していく。そういうのは当
たり前だと。

でも、隣の村倒れたら大変ですから、高知市だけ
が生き残るなんてことあり得ませんので、ですか
ら、これはもう自治体間は当然ですが、最後はお互
いに助け合いだし、駄目な地域があったら、しっか
りしている地域が助けなきゃしょうがないですね。
駄目な人間もクラスの中にはいるけれども、そいつ
を支えていると、いつか自分に何かあったとき助け
られたりするわけじゃないですか。だからお互いさ
まであって、競争はするけれども支え合うというこ
とをしなきゃいけないし、そういう意味ですよねと
いう形で石破さんの発言や、まだ自民党はそこまで
おかしくもなってないし、政府もおかしくはなって
ないので、そこを私たちはちゃんと見極めていく必
要があるんじゃないかと思います。

学校統廃合が与える心理的影響
そのときに、だれが地方消滅を導くのかというと

こなんですが、最近、学校統廃合がずっと進んで
います。調べてみると、この 10 年ぐらいすごいん
ですよね。僕のずっと住んでた青森県のある場所で
も、津軽のある場所でも、ここは集落点検だけやっ
てたんですけど、そのときから学校統廃合の問題が
出ていて、２校あるうち１校だけ何とか残したいみ
たいな話してたんですけど、その２校ともつぶしま
してですね、新聞にちょっと僕もかなり手ひどく書
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きましたけど、例の議員が半分ぐらい捕まったとい
うあの市ですので、逆にたたきやすかったという
か、それぐらい、ちょうど市長も替わるときだった
ので、かなり口汚く新聞紙上で批判したんですが。 

いずれにしても、統廃合が進んでます。皆さんの
ところでもそうだと思いますが、これ、なぜ進むの
かということを考えたときに、今年の１月に文科省
が統廃合の手引きを出しまして、あれに関わってる
方おられますか。あれ現場ではかなり大騒ぎになっ
ていて、３月の農文協が出す『季刊地域』というの
でまた出ます。そこに僕もちょっと書かせてもらっ
たのでそういう情報を知ってるんですけども、統廃
合許さないみたいな特集が出ますので、それもぜひ
ご覧いただきたいと思います。

なぜ統廃合が進むのか。そういうときに文科省は
そういう手引を書いていて、今度は小学校４キロ
以内だったやつを、公共交通で１時間以内まで統廃
合していいということに変わったんですね、今度の
４月から。それだけ見てると、文科省はとにかくむ
やみに統廃合したがると。そして朝日新聞によると
300 億円浮くんだそうです、統廃合をさらに進めて
いくと。金のために文科省はやるのかみたいな気持
ちになるんですけど、でも文科省の役人さんとも、
僕、東京へ行ったので、当の担当者と実はお話しし
たところ、違うと。なぜこんなことをやらなきゃい
けないか。「それは地域が望むからです」と言われ
ました。実際にですね、思うんですけど、財政問題
いろいろ取りざたされてますけど、当然ですけど、
文科省が財政問題を取りざたすることないですね。
むしろ地域が「残したい、お金付けてほしい」と

言ったら、むしろ文科省が財務省に掛け合って、こ
この地域はどうしてもこれが必要だからお金をくれ
という立場ですよ。それがこういう形で統廃合を進
めているというのは、地域が統廃合を進めてくれと
言うからですね。そうなってるんじゃないですか、
多分。

恐らく大抵の地域はこうなると思うんです。教育
問題か地域問題かで揺れるんですね。揺れるんです
けど、教育委員会のマターなので文科省マターだか
ら、地域問題は文科省マターじゃないので、とりあ
えず少人数教育ってやっぱり一応問題あるよねとい
うことになると、教育問題なので、まずは１回閉校
して統合して、教育問題を解決しましょうというこ
とにどうもなってないですか。僕の地域はそうなっ
てました、後で考えると。

そのときに、教育問題・地域問題ですが、これ何
が起きてるかというと、財政なんかよりも心理的
なことですよね、心の問題です。不安です。だんだ
ん学校は子どもが少なくなっていく。少人数教育も
ちょっと不安にはなるんだと思います。それは親御
さんは、地元でずっと働いている親御さんからだん
だんと、地元には住んでいるんだけども働いている
場所は多分市内のほうに行っていて、親同士でいう
と、都会の親たちと一緒に自分たちも紛れています
から、そういうときにやっぱり少人数の学校で育っ
た子だと将来やばいんじゃないかというふうな不安
がもたげてくるというのはよく分かります。

ところが、実は少人数教育のほうが成績いいとい
うのはどうも教育学では常識らしいんですけど、だ
から、少人数だから駄目だということはほとんど証
明されていない非科学的な話なんですが、なぜそん
な非科学的なことが大手を振って政策に上ってくる
かというと、親たちが不安だからだと思うんです。
そのときに親が不安なのは、単に子どもが小さい学
校に通うのが不安だということだけじゃなくて、恐
らくこういうことが起きてるんですね。高校に通わ
せるあたりから、自分の上のあるいは周りの親御さ
んたちが、いや、もう高校に通わすとなるとバスの
定期代も高いし、もう場合によってはバスも通って
ないとするともうアパートを借りなきゃいけない。
そうすると、どうせ自分も向こうに働き場所あるん
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だからこの際１回下りようという形で山を下りてし
まう。そうすると、高校生に引きずられて中学生、
小学生も一緒に行っちゃう。そういう流れの結果、
だんだんと奥のほうの地域からがくがくっと人数が
減ったんじゃないかと思います。僕の地域はどうも
そうなっていました。がくがくっと落ちるんですよ
ね。

それは何かというと、やっぱりこのままこの地域
にいても、いつかこの地域が捨てられるんじゃない
かという不安と、それによって逃げられる人は逃げ
ていくという逃散とが絡まり合って、残った人もも
うとにかく自分の代であきらめて、とにかく子ども
にはつらい思いはさせたくないというふうな方向へ
転換していくので、子どもを抱えている、しかも地
域にいる親御さんたちこそ、統廃合をものすごくヒ
ステリックに望むということが起きてきたんだと思
います。

ところが、問題は恐らくこういうことです。もと
もとこういうのは最初は、一番奥のほうの学校か
らスタートしたんですよね。まだ奥のほうの学校っ
て、多分分校とかを独立させたりあるいは分校のま
まだったやつを、もともと小さい学校で、道路が
整ってくれば通うということもできなくはないとい
うところが多かったと思うんですが、だんだんと奥
のほうから閉じていくと、この棄民・逃散というの
は飛び火するんですね。うちは大丈夫だと思ってた
ら、だんだん迫ってきて、あっ、やばいと思ったと
きにはもう人数が５人とか、場合によってはもうゼ
ロになったりしてるような地域が出てきたというこ
とだと思います。 

ですから、この心理的な問題をとにかく止めな
きゃいけないということなんですね。ところが、増
田レポートを含めて、どうもこういう形で地域創生
や地域政策を考えている方々がいるということの例
の話をしたいと思います。

地方創生の影で蠢く巨大公共事業計画
これもちょっと本の中に出てるんですけど、ＩＬ

Ｃという事業があります。これは多分ここにいる人
誰もご存じないと思います。これ盛岡でやったら、
みんなばっと手を挙げるんですよ。もう毎日のよう

に新聞で書いてますから。
何かというと、こういう地下に 30 キロぐらいの

トンネルを掘るんですね、あそこ岩盤がいいので。
北上山地の下に、一関なんですけどね、トンネルを
掘って、ここに電子と陽電子を高速で加速して飛ば
して衝突させてビッグバンを再現するという実験施
設なんですね。この施設をどこかにつくりたいとい
う動きが国際機関の中にあって、その場所を今選定
中なんだそうです。そこに佐賀県と岩手県が手を挙
げて、岩手県が見事ゲットして、日本の代表を岩手
県がゲットしたんです。ただ、これは他にも国際的
な競争の中で決まっていくんですけども。

ところが、この実験施設「夢のような科学を子ど
もたちに」みたいな感じで、今いろんなキャンペー
ンを岩手日報もやっちゃってるんですけども、これ
非常に危ういところがあるのは、実は原子力とか放
射能の関係の先生方に言わせると、これ、似てるん
ですよね、構造が、最終処分場に。もともと北上と
か阿武隈かって言われてたらしいんですよ、僕も知
らなかったですけど。なので、ここの地域がそう
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思ってなくても、30 年後にはちょうどあの廃炉が
大体 30 年 40 年で一応終わるということになって
ますよね。廃炉が終わるということは、廃炉にする
ためにはあの物質をどっかへ持っていかなきゃいけ
ないですね。

最終処分場を決めなきゃいけないのが 30 年後に
迫ってますので、そのときに、浜通りが最終処分場
になるという話がありますけども、実はあそこ、ま
た津波来たり何だりしたら大変ですし、地盤の問題
もあって、あまり良い場所ではないんですね。とす
ると、どこかに決めなきゃいけないとすると、ここ
が狙われる可能性がある。ところが、県も一関市も

「いや、構造が違うから大丈夫なんだ」というふう
なことをホームページ上に書いてるんですけども、
もうそれ自身がちょっと怖いというか、何というん
ですか、原発つくったときと同じなんですよね。つ
くるほうにそういう説明責任を負わせればいいんで
すよ。いいのに、なぜか素人である県庁や市役所の
職員が「大丈夫だ、大丈夫だ」ということを繰り返
してるんですね。

そうすると、これ、何か起きたときに、県や市が
全部責任取んなきゃいけないということになる。で
すけど、それに気づかずに、とにかく雇用が欲しい
ということで、8,000 人規模の村ができるんだそう
なんです、研究者村が。そうすると、1,000 人ぐら
い規模の地元の職みたいなのができるんだみたいな
話をしてるんですけど。ところが、これ厄介という
か幸いなことに、学術会議は事業推進を否定してる
し、文科省も否定してるんですね。あまりにもお金
が掛かるので「止めなさい」ということでやってる
んですけど、県と市が躍起になってこれを入れよう
としてですね、しかも、そこに物理学者がやりた
がって入ってきて、その人たちが「これつくれば復
興になるんだ」みたいなことを言ってるんですよ
ね。

いずれにしても、どうも原発政策と非常に強い既
視感があって危ないなと思うんですけども、さら
に危ないのが、実は次に危ないのは長野県の事例な
んですけども、リニア新幹線が今度決まりまして、
そのリニア新幹線のトンネルの出口のところに大鹿
村というところがあるんですけど、これ合併しない
で済ませてきた小さい自治体なんですね。合併しな
くて済ませてきた理由はＩターンがすごく多いんで
す。Ｉターン者だけでつくってる村みたいなのも
あって頑張ってたとこなんですけども、ところが、
新幹線の工事が入ってトンネルがぽこっとあそこに
開くんですけど、そうするとそのトンネルから出る
土砂を、ここに書いてありますね、１日 1,736 台
で多分１日８時間だとすると、10 数秒に１台みた
いな感じでダンプが通るんですよ。そうすると一本
道をずっとダンプが通り続けるということですか
ら、これはもうこの村では暮らせないということ
で、例えばこれはお年寄り、団塊世代なのかな、
2005 年に来て喫茶店を開いているＩターンの人た
ちですが、この人たちはもう止めて出ていくと。そ
れから、地元の人でもですね、ちょっとここではも
う子育て無理かもしれないという形で逃げ出してる
という例がここら辺にも少しずつ出てきてます。

大規模なこういうメガ公共事業みたいなものがだ
んだんと始まっていて、昔のダムに似てますが、ダ
ムはまだ何ていうんですかね、その地域の上流と下
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流の関係の中で、下流を守るために、とにかく「上
流のあんた方、山を下りてくれ」という形でみんな
頭を下げて、そして保証金積んで動いてもらってた
と思いますし、「動かない」と言ったら、これはも
う動かせなかったもんだと思いますけれども、今
ちょっと心配なのは、こういう巨大メガ事業みたい
なものが出てきて、もう有無を言わせずやったうえ
で、最後にアセスが出てきて「嫌だったら出てった
ら」みたいな感じ。しかもどこかで、どうも中央の
方々「どうせなくなる地域だからいいんじゃない
か」っていう、そういう感覚がちょっと出てきてい
る可能性があるというのが怖いわけです。

そのＩＬＣなんですが、何でこんな話をしたかと
いうと、増田レポートというのは日本創成会議とい
う団体が出したレポートですが、その前のレポート
がこのＩＬＣをやれというレポートで、地方都市を
国際研究都市にしろと。そのためのお金を、予算付
けろというふうなことを主張しているんですね。そ
うやって見てみると、今度の地方創生のメニューが
どうも出てきたところを見ると、経産省中心でいろ
んな新しいベンチャーとかイノベーションとか、そ
ういったものを地方にやらせようとしている。そう
いう投資ができるようにしている。

よく考えてみると、そういう投資って東京ではも
うできないですね、関東圏はもうかなり飽和状態な
ので。とすると、こういう過疎地の空いた土地、し
かも例えば岩盤がいいとか人がいないということに
よって成り立つ事業とか、そういったようなものを
国家施策を通じて狙っていく可能性がある。そうい
うふうに地方創生が使われていく可能があって、も

ともと日本創成会議というのは、こういう形の議論
をしてたところだということを十分に理解しなきゃ
いけないし、石破さんがどれぐらい理解しているか
分からないですが、今度の地方創生の本文の中に
は、こういうものがついに具体的に頭をもたげて入
り込んできてしまっているということが、私として
はかなり今後心配だなというふうに思っているわけ
です。

そのときに、インフラの撤退が地域解消を余儀な
くさせるということだけさらっと言っておきます
が、そのときにこういう選択と集中型の、地方再生
や地方創生を進める原動力はどこにあるのかといっ
たときに、これ実は一番奥の村が発祥点になってい
く。あきらめからこうやって始まっていくと。あき
らめがそういうものを呼び込んでいく。

他方で、東京がそうなってる、経済界がそうなっ
てると話をしましたが、実は高知市民もそうなって
ないですか。あるいは各地域の、高知市も結構合併
しましたけども、合併してそれこそ集中させた中心
の側にいる過疎地を抱えている地域や、中心にいる
行政担当者がそうなってるんじゃないか。それは何
かというと、最近人口減で集落機能の低下が起きて
いて、地域サービスの存続が困難になっているとい
う議論をよく自治体の中でしてると思うんです。　

ところが、これよく考えてみるとすごく変な論理
で、集落で行政サービスしてたわけじゃないですよ
ね。むしろ人口が減ってきたんで「もうあんたの地
域、行政サービス要らないだろう」みたいな、そう
いう話にちょっと転換してきてるんですね。で、ど
こかで少人数地域に財政を使うのはもったいない、



― 19 ―

切り捨てたいという感じの感情が芽生えてきてい
て、自治体の方が言ってました。岩手では僕、野田
村に震災のときからずっとよく通ってて、去年 11
月に呼んでもらって自治体職員の研修をしたんです
が、この話をしたら「言ってる」と言ってました
ね。ふもとにいる人は奥のほうの村は見えないです
よね。奥のほうの村に住んでる人は中心的な集落も
見てるし、例えば近くの地方都市も見てるし、さら
には高知市も見てて、東京も見てるんですけど、実
は中心にいる人ってあまり周辺が見えていないです
ね。

中心と周辺の関係っていうのは、実は過疎地の中
でも役場があるような地域の人とその奥の人との感
覚ってやっぱりずれてるんですよ。奥のほうの立場
に立ってみればそんなの、ただ単に人口が少ないだ
けで、本来であれば、平等じゃないですか。生活圏
あるんですよね。だから、こんなこと認められるは
ずないんだけれども、ここの地域も戸数少なくなっ
てきたから、ここの地域にコスト掛けたくないみた
いな話になってくる。

極端な話、これはルールとして、一人でも住んで
たらやっぱりそれ尊重しなきゃいけないですね。
ただ、その場合に、いろんな地域の事情なんかがあ
ると思いますから、それをいろいろ議論することは
あってもいいけれども、基本はこういう論理をやっ
ていくと何が起きていくかというと排除ですよね。
排除で何が起きるかというと、「大きい地域は守れ
ますよ」と、「少ない地域はもう守れませんよ」と
いうことだと。そうすると、これ別に「選択と集
中」という言い方をしなくても、ちゃんと「選択と
集中」になっていくんですね、自動的に。そういう
ことです。

こういうことがだんだんと起きてきていて、東京
の人たちが地方に持っている感覚は、実は地方の中
にもあるんですね。それが非常に大きな問題で、こ
れをどういうふうに解消していくのかということに
なってくるかと思います。

そこで、僕はずっと論理で言うと、選択と集中型
の考え方があり、それは排除であり、実は依存でも
ある。上意下達なんだけれども、これに対してもっ
と多様なものがいろんな形で共生していく。そし

て、それは排除ではなくて包摂であり、取り込むこ
とですね。いろんなものを一緒に取り込んで一緒に
やっていくことであり、依存から自立になんなきゃ
いけないし、やっぱり自治や協働というものを強調
していかなきゃいけないということ。

実は増田レポートを読むと、全くこれがないです
よね。まだ地方創生本部は「包摂・自立・自治協
働」はあるんです。あるんだけども、ところが具体
的な戦略とか事業になってくると、「排除・依存・
上意下達」なんですよね。二枚舌になってて、それ
が非常に問題だと思います。

「ふるさと回帰」は解決の切り札になるか
そのときに、じゃあこういう多様なものが共生し

ていくような日本のあり方、地域のあり方ってどん
なふうに可能なのかというときに、これは多分パネ
ルディスカッションのテーマにもなってくるんだと
思いますが、ふるさと回帰だっていうふうに今言わ
れています。「ふるさと回帰」とか「田園回帰」と
いう言葉が踊っていますが、これ本当にそういう対
抗軸になるのかどうかということですね。逆に言う
と、どういうふうに考えていけば反論、対抗になっ
ていくんだろうかということです。

この辺さらっとやっていきますが、明治大学の小
田切徳美先生とかそれから島根県中山間地域研究セ
ンターの藤山浩さんなんかが「今、若い者を中心と
した田園回帰が進んでるんだ」と言い、そして「田
園回帰の中で、どうも新しい子どもたちが生まれて
きてるらしい」っていう話も出てきてます。で、僕
もちょっとびっくりしたんですが、先々週、四万十
市の一番奥の大宮という集落に過疎対策室と一緒に
視察に来てたんですけども、行ったら、なんか「い
やー、統廃合した後で子どもが生まれてね」って、
それも一人二人でなくて数人生まれてて、まだこれ
から生まれる可能性があるみたいな話をしてたの
で、どうも回帰は一番端っこでおきているというの
が藤山浩さんの主張なんですけども、山間部でどう
も起きているらしいと。

高知県内でもどうもそういう事例は他にも多くあ
りそうでして、多分四万十川流域はＭ型が多いん
ですよね、先ほどの地図見てみると。そうすると、
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意外と若い人が潜在的にいるんじゃないかなと思う
んです。聞いたら、あそこはＩターンじゃなくてＵ
ターンでした。宇和島のほうまで帰ってきたとか、
愛媛のほうも含めてちょっと考えなきゃいけない可
能性もありますが、そういったような動きがあるわ
けです。

さて、じゃあ「ふるさと回帰」は解決の切り札に
なるかどうかです。そのときに自治体で今まで人口

減少対策でいうと、一般的に３つやってきたと言わ
れてます。少子化をどうやって抑制するのかという
こと。これは先ほど一応待機児童の解消とかいろい
ろやったので、これは一応飛ばすことにして、「人
口減少適応戦略」と「定住人口獲得戦略」があると
いうふうな話があるので、ここからちょっと入って
みましょう。

定住人口獲得戦略って何かというと、他の自治体
から転入してくれば「これだけお金与えますよ」
とか「こういういい制度ありますよ」みたいな話で
す。これは、僕もさっきちらっと出た西目屋村にか
かわりながら随分協力してきたんですけど、よく考
えてみると危ないのは、小さい自治体がちょこちょ
こやってる分には何の問題もないんですけど、大き
い自治体を含めて多くの自治体がこれに参加するよ
うになったら、自治体間の人口獲得ゲームみたいに
なってくるんですよね。もう既にそうなってるん
じゃないですか、多分。しかも、今度の地方創生の
方針で「競争だ、競争だ」と言われると、これに入
り込まざるを得ないような状態になってきてるとい
うのが一番問題なんですね。

ところが、これやると何が起きるかというと、
「あなたの自治体行ったら何もらえるの」とか「お
れ、どんな得になるの」みたいな、もう聞かれてま
せんか。結局これをやっていくと、税は高いけど安
全で豊かな都市が一方で提案される。だから、豊か
な人はそっち行けばいいんですね。でも、貧しい人
は税が安くて貧困層が集まって、住民サービスが低
い自治体と、この２つに分かれていくんです。これ
はもう競争をやればそうなりますよね。実は、自治
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体間でもう既にこれをやってきたということは、あ
る意味では、選択と集中論に追随してきた動きは自
治体の中に既にあったということになるかと思いま
す。

結局、ふるさと納税はまさにそうなっていて、こ
れを大々的にやるっていうこのセンスが僕には分か
らないですが、僕が別に批判しなくても、前の総務
大臣の片山さんがずっとこれを厳しく批判してます
ので、政府はこれをやっぱりしっかり考えなきゃい
けないかと思います。　

それに対して、皆さんの中でもう一つやっている
のは人口減少適応戦略で、要するに、人口減になっ
た地域に合った仕組みを整えていきましょうという
ことなんですね。恐らく多分これをやりながら人口
獲得ゲームじゃない、何か抜本的な対策をやってい
かなきゃいけないはずで、でも実は、これ人口減少
適応戦略が危ないのは、人口減少はもう既定路線な
のでどこかで止めなきゃいけないんですけど、ここ

で止まるということなく、少なくなっても大丈夫み
たいな話をしていると、結局誇りと自信と安心を
持って自立的に社会の持続性が保ててるということ
が、初めて住民がずっとそこにい続ける安心感につ
ながってくるし、子育てできる安心感につながって
くるんですけど、うちは小さくなっていきますよっ
ていう形でやってしまうと、実はそのことによって
むしろ自壊になりかねないという、とにかく心理戦
なんですね。まさしく心理戦なんです。

そのときに回帰政策が人口対策になるかなんです
が、最初過疎問題の原因についてずっとお話しした
のがこれです。要するに、回帰政策こそ実は本来の
解決の道ですよね。とにかく、人口が一時期あふれ
たと。あふれた人口がどっと出てったんだけども、
若いほうからごっそり出てってしまって、世代的に
は非常にアンバランスになってしまった。でも、今
までは残った人たちで十分支えられたんだけども、
その地域がついに新しい世代に継承していかなきゃ
いけない時期まで来てしまったんだと。とすると、
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出過ぎた人口が戻ってくるっていうことは解決の当
然の筋であり、出ても戻ってくるということが順調
にいけば、循環が行われれば、これから先もこれで
十分やっていけるんですね。一時的に人口引っ張れ
ばいいんじゃなくて、これからも出ていってもいい
んだけど、また戻ってくるような仕組みができれば
いいんです。

そして何回も言いますように、世代別で言うと、
昭和一ケタ生まれが戦後の社会をつくった一番最
初のグループですから、この人たちが一巡するまで
は、まだ問題は、何ていうんですか、戦後は終わら
ないんです。この人たちがいなくなって、その人た
ちがやってきたことを誰かが継承して、初めて戦後
社会が一巡したことになるんです。だからまだ何
も、すべてのプロセスは終わってなくて、この段階
でしっかりやれば、もうあとは循環プロセスはでき
ていくわけですから、これはつくればいいだけなん
です。だから、問題はもうとにかくこの回帰政策と
いうものをうまく軌道に乗せていくっていうこと
が、もう間違いなく現在の問題に直結している。

そして、そもそもの問題は人口減少問題と、それか
ら東京一極集中ですね。この２つを解決するとき、
東京一極集中は、要するに回帰がうまくいけば、東
京からどんどん戻ってくればいいんだということに
なれば、これ一つは解決しますが、もう一つ最初に
言ったように、回帰は必ず出生とか家族形成と結び
つきます。場合によっては、もしかすると団塊の世
代だってこちらで新しく出会いがあったりしてみた
いなこともあるかも知れませんし、今若い人たちの
回帰の現場はかなり結婚と出産、子育てなどのとこ

ろで動いているというのもご存じだと思います。
ちょうどこれ島根と山梨のパンフレットなんです

けども、実際上はこれＩターンじゃないらしいです
けど、雰囲気としては、こうやって若い人たちが夫
婦で入ってきたり、親子連れで入ってきた、あるい
は地方に来て手に職つけて農林水産業を学んで、独
り立ちしたところでいい人見つけて結婚して子育て
してるというのが、今出てきてる回帰のイメージな
んだと思います。

実際上は、昭和末生まれあたりからですね。僕も
青森でずっと教鞭執ってて、地方でずっと思ってま
したけれども、2000 年ぐらいから学生たちの雰囲
気が変わってくるんです。ある意味ではおとなし
くなるんですけど、地元志向が非常に増えて、「ほ
んとは弘前にいたいんだ、ほんとは青森にいたいん
だ」っていう学生がすごく目に見えて増えました。
多分こっちもそうじゃないですか。

そういう世代の転換を如実に考えてみると、昭和
の末の生まれというのは、ゆとり世代で総合教育
やって、地域でいろんな活動をやって、地域の人た
ちといろんなことを勉強したり、それから環境教育
も受けてます。それからＮＰＯなんかが動き始め
て、市民社会や市民運動とか協働や参画みたいなも
のも、実際上自分の生活の中で身に染みて経験して
る人たちですから、その人たちがどういうふうに考
えて、期待や希望を実現していくのかということは
非常に重要です。

U・I・Jターンは地域づくりへの参加者募集
ただ、こういう場合に、やっぱり若い人たちは今
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３大都市圏に非常に多いですので、この人たちを
引っ張ってくるとなるとＩターンにもかかわってく
るですね。Ｕターン者ならいいんですけども、Ｉ
ターン者の獲得って、よくよく考えてみるとさっき
の人口獲得ゲームと同じ事態に陥る可能性がありま
す。Ｕ・Ｉ・Ｊターンいろいろ考えてみると、当然
ながらいろんな世代があって、いろんな思惑がある
わけです。地域にとって役に立つ人もいれば、役に
立たない人もいるでしょう。

かといって、自治体にとっては、とにかく「来て
くれ」と言って、来てくれる人はみんなありがた
いと思わなきゃいけないだけでなく、「来てくれる
な」と言っても、来てしまった以上は住民ですよ
ね。そうすると、住民ですから相手しなきゃいけな
い。とすると、どういう人にはどういう形でその地
域に参画してもらうかということを十分に考えてい
かなきゃいけない。

ということで、政策をしっかり打つためには、漠

然とただ「来てください」じゃなくて、ターゲッ
トをしっかり見据えて、うちの地域はこういう事情
だからこういう人が欲しい。こういうところにター
ゲットを絞っていこうという形で考えていかなきゃ
いけないし、それは多分自治体ごとに違う事情があ
るし、かつ、そこではあまり競合しないように住み
分けていく協力関係も必要だということになるかと
思います。

そのときに需要なのは、後で多分高橋さんからも
お話があると思いますけども、今、回帰の現場はＩ
ターンがやっぱり非常に目立つんですね。でも実は
Ｕターンがあまり注目されないんですが、Ｕターン
は出たところに戻るんだから、実は取り合いになら
ないんです。そうですよね。うちの人口だからもと
に戻してよなので、これはあまり競合にならないん
です。

それに対して、Ｊターンというのは近くに戻るん
ですけど、でも例えば一番奥の村の出身者が大阪
に出てたと。それは高知に戻ってきたって、これＪ
ターンで高知の人口増えるんですけど、その自治体
にとっても多分、その人はその自治体にかかわりま
すので、このＪターンもその自治体にとっては非常
に重要な人材ですね。逆もあります。高知に行った
人がこちらの山のほうに戻ってきたと。でも、多分
高知のほうにも場合によっては奥さんがいて家が
あってとか、子どもがいて、両方通うことになりま
すから、これは多分高知市もそれからその自治体も
両方協力しながら、どういう形で住民が動いていく
とお互いにとっていいのかということを検討してい
かなきゃいけないし、そういう形で政策を練ってい
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かなきゃいけない。
つまり取り合いはしてはいけないということで、

でもＵターン・Ｊターンでその住んでる場所だけ考
えていくと、取り合いになっちゃう可能性があると
いうことですね。今の話は先に行き過ぎましたが。
そのときに、Ｉターンについてはやっぱり行き先決
まってないのでどうも人口獲得ゲームになりかねな
いんですが、結局、ターン全体で言うとどこかで自
分の得になるからとかっていうのとは違う、何か
やっぱり価値の共有とか愛着とか定着とか、そう
いったようなものがかかわってくるんだと思うんで
す。 

そのときに、ＵターンとＩターンとＪターンを
ちょっと整理してみると、Ｕターンは回帰の目標明
確です。帰りたいところが決まってるわけです。で
も、家族の制約があるとか地域の制約がある。兄貴
がいるから帰れないとか、あとよく聞くのは、親父
がいるから嫌だとか、親父が死んだら帰るみたい
な、結構あるんじゃないですか。それから東京から
帰ってくると、東京のライフスタイル身につけてく
ると、Ｉターンだと文句言われないんですけど、文
句言ったって聞こえてこないんだけど、地元の人間
だと結局そこここ耳に入ってきますよね。だから嫌
だとか、僕が岩手で聞いた例だと、１回車で女の人
送っていったら結婚したみたいな話になるとか、も
うそういうのが嫌でまた出ていくみたいな話もあり
ますが、そういう意味で言うと、非常に政策化しに
くいしなかなか協力しない。逆に言うと、地域の努
力でしっかりこういうものは受け止めて、そういう

文化をつくっていくということで対応できる話であ
り、お金掛かる話じゃないのかもしれないというこ
ともしっかり考えなきゃということです。

それに対して、Ｉターンに関しては実は政策化し
やすい部分がやっぱりあったんじゃないかと思い
ます。回帰の目標は不明確なんですけども、行き先
が決まれば制約は少ない。つまり、ここでなきゃい
けないということはないので、じゃあうちで受け入
れるよということになれば、本人の覚悟さえあれば
いくらでも入れられる。今までは本人の覚悟がある
例ってすごく少なかったわけですが、最近は覚悟が
あるかどうか分かりませんけども「行きたい、行き
たい」っていう人たちが増えてきたので、多分「ふ
るさと回帰支援センター」なんかでの話もあると思
いますが、随分希望が増えきてて、マッチングする
と随分実現する。

でも、マッチングというけど、ただ家がありゃい
いって話でもなく、仕事がありゃいいっていう話で
もなくて、恐らく人生の相談をしてるので、人生相
談であるとすると結構大変だと。さらに言うと、逆
に「家があるから来ませんか」みたいな話をして無
理やり入れたら、これ人口獲得ゲームですけども、
人口獲得ゲームで呼んできた住民って一体どうなる
かっていうことも十分考えなきゃいけないというこ
とです。逆に言うと、恐らくこういうことです。一
緒にこの地域をつくっていこうという気持ちで受け
入れなきゃいけないし、そういうつもりの人をぜひ
呼んできたい。帰ってきてほしい。場合によって
は「帰ってこなくったって近くに住んで、一緒にこ
の地域つくってくれませんか」っていうのもあって
もいいですよね。別に人口を増やせばいいという話
じゃなくて、人口獲得ゲームに乗る必要はないと思
います。ただ、今政府はそういうふうな設計をしよ
うとしているみたいなんで、そこを十分注意しな
きゃいけないし、いろいろ文句も言っていかなきゃ
いけないと思うんです。

いずれにしても、人口獲得ゲームではない、地域
共同参画への参加者募集という形で人を呼び込む
必要があるし、実際、今までやっぱりよく考えてみ
ると、こういうことをしてきたと思うんですよね、
各地域で。だから、今までやっていることをもう



― 25 ―

ちょっと我々研究者も含めて整理をして、どういう
形で回帰が起きていくのかということをもっと理論
化し、定義していく必要があるかと思います。

そのときに注意しなきゃいけないのは、さっきか
ら何回か出ましたが、どこかに定住するとか、どこ
かの地域に住民票持ってもらうってことを目標にし
ちゃいけないということです。なぜなら、Ｉターン
で来たって、その人もともと出自の場所あるんです
よ。そこに親も兄弟もいるんです。そうすると、そ
ことの場所を行き来するはずなんです。それから、
高知市に今住んでいますよと。でも、もともとはそ
の奥のほうの地域の出身だと。であれば、多分両方
に根拠があるんです。だから２カ所居住してるって
多分多いんじゃないですか。先月愛媛に行ったとき
にこの話したら、「基本、県庁はみんなこれだ」っ
て言ってましたけども、あそこは特にそうですね。
結局自分の村から通えないので、県庁のそばに近く
に住宅は買うけれども、もとの地域の家もつぶして
るわけじゃないって言うんですね。だから２カ所居

住で、どっちに行こうかなと思いながら、両方捨て
られないでいるというのが今の暮らしの実情なん
じゃないか。それを住所を一つにして、これを競え
ということのほうがルールとしておかしいし、そん
な競争にやっぱり乗っちゃいけない。

地域の問題は地域の住民の力で
むしろ、この地域はどういうふうにしたら持続す

るのかっていうことを考え、他方で多分提起してい
かなければ、「うちはこれだけの人口がかかわって
るんだから、住んでるのはこれだけだけど、これだ
けのインフラ要るんですよ」っていう話もしなきゃ
いけない。このあいだ、四万十市に行ったときに、
ぐるっと過疎対策室と一緒に回ってて、県庁職員と
もずっと話してたんですけど、「四万十川、随分人
来てるよね。でも、経済的にどうなの」って言った
ら、「いや、全然。先生分からないと思いますけど
も、こういう所に来る人はお金落とさない人です
よ」と。お金使いたくて来るんじゃないんですね、
四万十川に。

とすると、僕がその時思ったのは、過疎対策室も
ずっとそうやってきたんですけど、地域を支え、地
域が残んなきゃいけないのは、そこに住んでる人た
ちだけのためだけじゃないですね。この国土をちゃ
んと維持しなきゃいけない。そのときに「四万十川
にたくさん人来てるけど、金稼いでないんだった
ら、もっと稼げ」っていう話をするのか、それより
もこの地域を四万十川を残すために、これだけの人
が来てるんだから、これだけの人が使う四万十川を
残すためにちゃんと税金の配分をメリハリ付けて、
そこを残すための費用としてしっかりこの地域に落
としていくっていうルールをつくればいいという考
え方もありますよね。

結局すべて経済政策でやるんじゃなくて、やっぱ
り財政の分配の問題ですから、そのときに財政の分
配に関しても、上限がこれだけだって決まってるな
ら、それの分配の仕方の中でみんなでうまく分け合
えばいい。ただ、そのときに、経済原理でもうかっ
てるところにどんどん付けようという形で動いてい
たり、あるいは人口がたくさん集まっているところ
にどんどん付けようというふうな形で動いていくと
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すると、これは逆に、人口の少ない地域から人が逃
げて、結局東京一極集中になっちゃうということで
すから、これはやっぱり各自治体の中で、どういう
政策をやったらいいのかということについてしっか
り考えていく必要があるということになるかと思い
ます。「住民とは誰か」ということをしっかり考え
るということです。

最後、これ少しおまけなんですけど、「そういう
ことを考える場合に何をやったらいいの」といろい
ろ言われるんですけど、この『限界集落の真実』と
いう本の中で紹介してるんですが、地域レベルで言
うと、やっぱり集落点検が一番必要なことだと思う
んです。これ、やれる力のある集落じゃないとでき
ないんですけど、だから小さい方がいいんですね。
だから、過疎化が進んでるところこそやりやすいっ
ていうところあるかもしれません。

結局、集落で一体誰がいて、誰がかかわってるの
かということを点検する必要があって、熊本大学の

徳野先生、３月で退官になるので、４月からフリー
だそうですからいくらでも呼んであげてください。
彼が発案して、僕の九州大学時代の大先輩なんです
けども、何やるかっていうと、地図を描かせて、
家々一軒ずつ描かして、そのときにそこに住んでる
人の数をずっと黒で書かしていきます。そうすると
年寄りばっかりでこの村もう駄目だなと思っちゃう
んですけど、そこにさらに赤で「子どもや孫たち
書け。家族と思った人は全部書け」って言うと、
だーっとですね、例えばこの図の中にもありますけ
ど、ここは三世代います。１カ所は、おばあちゃん
一人で住んでるんですけども、孫が 30 人いるって
いうのがありました。それ結構来てるんですよね、
孫 30 人が入れ替わり立ち替わり。

そうすると、在村者だけ見ていると先細りなんだ
けども、他出者ですね、外に出てった人や外に出
てった先で生まれてる子どもたち、それだってだん
だん少子化進んでますから少ないんですけども、そ
ういった人たちがどこでどういう暮らしをしてい
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て、どうかかわってるのかということを点検させ、
やってみると、実は小さい村なんだけどもものすご
くいろんな人が入れ替わり入ってて、実はこういう
ワークショップをやると、そこにそこの子じゃない
子どもがいるんですよね。そしたら、その人たちが
将来帰ってこれるような仕組みをつくればいいとい
うふうなことや、あるいは若い男性が 30 代でまだ
結婚してないと「あれに嫁取れ」とか、そういう産
業政策とは全く違うレベルの回答やらなきゃいけな
いというのが見えてくるんです。

そういったようなことをやるワークショップの手
法があって、これは僕も何回かやったんですけど、
やっただけで結構効果あるんですね。「あっ、この
村こんなふうに持続できるんだ」みたいな気持ちに
なれる。とにかくそういう下から積み上げていく
取っ掛かりのところをちゃんとつくって、一体この
地域で何が問題なのかということをやっぱり明確に
していくことが必要です。だから、経済問題じゃな
いとか、財政問題じゃないみたいなことで対抗する
だけじゃなく、じゃあ何なの、いや、実は結婚問題
なんだとか、実は村の人たちの教育問題、Ｉターン
を受け入れる文化をつくろうとか、Ｕターン者を入
れていく文化をつくろうとか、場合によっては、も
しかするとＩターン者のための集会所とか、Ｕター
ン者のための集会所というのをもしかするとやって
みると、結構効果があるんじゃないかと思われる節
もあるんですよね。

そういうようなことを下から積み上げつつ、上の
ほうでちゃんと政策的にもほんとは各省庁はしっか
り連携し合って、仕事ばっかりでじゃなくて、教育
問題とか自治体の問題とかそういったようなものを
しっかり、ほんとは政府でしっかり議論し合って、
上からと下からが政策的に合致できるような場をど
こかでつくったらいいんじゃないかと思ってます
が、これについてはまた後で質問もあればと思いま
す。

というようなことで、これで終わりますが、最後
にちょっとだけ。

この国のことを考えたときに、この本を書いてい
るうちに思ったんですけど、それから僕、東京に
行って初めて思ったんですけど、青森とか津軽に

ずっと暮らしてるとあまりそういうふうに思わな
かったです。周りずっと田んぼや畑があって、冬の
あいだ閉ざされますけども、まぁそこで飢えるって
いう心配をしたことがないですね。僕なんかにもい
ろいろ持ってきてくれる人がいたので、食べ物がな
くなるっていう心配をしたことないですが、今東京
へ行って怖いのは、これは何か起きたら食べ物なく
なるなっていう、田畑ないですから、周りに。それ
からスーパーも１軒しかなくて、そのスーパーを数
千人で使ってる状態です。

そのときに、この国のナショナリズムですね、
ネーションというのは核になるもの、本質になるも
のというか、裸のものです。皮をむいていったら中
に出てくるものですね。それがネーションで、その
ネーションとは何かというときに、ヨーロッパでは
やっぱり民族なんですよね。民族だったりするんで
すけど、我々は、例えば民族、もちろんいろんな民
族いるんですが、何ていうか、それほど重要視して
ないですね。なんですが、どうも、今日本人の中で
この国の根幹は何か、ネーションは何かというとき
にどうも経済だと思ってる人たちがかなりいるって
いうことですね。この経済やられたらもうおしまい
だと思って、焦ってる人たちがいます。

それに対して、私たち地方に暮らしてると、経済
だという前にやっぱり地域だろう、ふるさとだろう
と思ってるんですよ。田園回帰論は、結局そのふる
さとにおいて、都会の人間だって、地方の暮らしや
田畑がある暮らし、山がある暮らし、これがやっぱ
りこの国の基本なんだというふうに思ってる人たち
がいて、若い人たちの中ではもうそういう暮らしの
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ほうがいいんだという形で、経済捨ててそちらに動
いてる人たちがいるということです。

結局、地域を、地方を守るということは、国家の
ためになるのかならないのかというあたりの競争に
なっていて、このあたりについては、実は中央省庁
の中でもいろんなものの考え方があって、この増田
レポートに出てくる考え方だけが中央省庁の考え方
でもないですし、政府の考え方でもないでしょう。
他方で「ふるさと」って、どちらかというと自民党
的な考え方ですよね。この大国の経済とふるさとを
両立させなきゃいけないんですけども、これがいつ
の間にか経済のほうに今もたれ掛かっていて、そち
ら側に全部ずるずると引きずり込まれつつあるとい
う状況なのかなと。

そのときに、人と財の関係ですけども、どこかで
こういう方々は、財を集めて資本を統括すれば人が
生まれると思い込んでるんですよね。ところが、そ
んなことはないです。人は人を最後生むことはある
んですけど、財が人を生むことは絶対あり得ないで
すね。人が生むのは人ですので、人をどういうふう
に大事にしていくのかということが必要ですし、多
分回帰とか人口減少問題はほんと人の問題だという
形で発想して、ちゃんとそこから考えていけば、実
はあんまり金も掛からず、工夫と多分発想力でいく
らでも手があるんじゃないかというふうに思ってま
す。

以上で終わります。
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パネルディスカッション

コーディネーター
中河孝博さん（高知新聞社論説委員）

パネラー
山下祐介さん（�首都大学東京　都市教養学部准教

授）
高橋　公さん（�ＮＰＯふるさと回帰支援センター

代表理事）
武政　登さん（黒潮町総務課長）

（司会）
それでは、第２部のパネルディスカッションを始

めたいと思います。
パネラーの皆さんの紹介についてはコーディネー

ターのほうからお願いするとしまして、私から、コー
ディネーターを本日務めていただきます中河さんを
ご紹介させていただきたいと思います。

中河孝博さんは高知新聞社の論説委員で、1986年
に高知新聞社に入社され、2010 年より論説委員を
務めておいでです。社説や「小社会」を担当されて
いるとお聞きをしております。

ということで、以降の進行は中河さんにお任せを
したいと思いますので、よろしくお願いします。

（中河コーディネーター）
どうも皆さん、こ

ん に ち は。 紹 介 い
ただきました中河で
す。よろしくお願い
します。

では、まずパネリ
ストの方のご紹介を
させていただきたい
と思います。

１部の基調講演に
引き続きまして、首

都大学東京の准教授の山下祐介先生、よろしくお願
いします。

山下先生は、もう全国各地の農山村とか漁村を歩
かれて、現場からの視点を大切にして、過疎・高齢化

問題とか災害・環境問題などについて提言をなさっ
てまして、本県でも大豊町とか仁淀川町なんかで現
地調査をされてます。

続きまして、都市と農山村漁村との交流や移住促
進を推進するＮＰＯのふるさと回帰支援センター代
表理事でいらっしゃる高橋公（ひろし）さん。

最近、田舎への移住希望者が増えているというよ
うなこともありますので、センターの取り組みとか、
田園回帰の全国的な状況なんかについて教えていた
だきたいと思います。

続きまして、黒潮町役場の総務課長の武政登さん
です。

ベテランの行政マンの顔を持つ一方、砂像ですね、
砂で彫刻をつくるという、その町の砂像連盟の代表
でもいらっしゃって、それから地元では有名ですけ
ども、砂浜美術館の活動なんかをもう当初からかか
わっておられて、地域おこしに取り組んでこられま
した。今日は、過疎の最前線で取り組まれてる現場
の声なんかをお聞きできたらと思います。

以上、お三方と進めていきたいと思うんですけど
も、90 分ということで時間も限られてますので、早
速本題に入っていきたいと思います。まずは、今日
の一つの大きなテーマになっているそのいわゆる増
田レポートについて簡単におさらいしますと、2010
年から 2040 年のこの 30 年間で、20 代それから 30
代の女性が半分以下に減る自治体が全国で 896 市
区町村と全市区町村の半分を占めると。高知県の場
合は、34 市町村中 23 市町村ということでもう７割
近くがこれに該当するんじゃないかと、そういう推
測が出てます。

かなりショッキングなデータでしたけれども、こ
れをどんなふうに受け止めているのかということに
ついてもこの後お伺いしていきたいなと思うんです
が、まず、そしたら最初、高橋さんふるさと回帰支
援センターの活動の紹介あたりからお願いできます
か。

（高橋）
ただいまご紹介いただきました、ふるさと回帰支

援センターの高橋です。
高知にもふるさと回帰支援センターはあるんです
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けど、ご存じです
か。ふるさと回帰
支 援 セ ン タ ー と
いうＮＰＯの話を
新聞なりテレビな
り、あるいは友達
から聞いたことが
ある人、ちょっと
手を挙げてくださ
い。

はい、ありがと
うございます。１

割いるかいないかという感じですね。
ふるさと回帰支援センターは、1998年に労働組合

の連合の提唱で始まった運動です。これは団塊の世
代の人たちが定年後田舎で暮らしたいという希望者
が４割もいるということから、その人たちを地方に
戻す、そういう運動でありまして、ちょうどＮＰＯ
になって今年で 13 年目になります。ずっと長い低
迷の時期があったんですけども、ここ３年ぐらいは
非常な盛り上がりで、「どっかいいとこないですか」
と、田舎に帰りたいんですけども、田舎で働きたい
んですけどもという方の相談件数が月に 1,000 件を
超える、そういう状況になってます。

そういう感じで、10 年掛かってやっと形になった
かなというのが私の率直な感想です。

お手元にふるさと回帰 2015 年度動向というペー
パーが用意されていると思います。そちらを開けて
くれますか。この１ページ目の下に、2014 年の移住
先人気ナンバー１はどこかということで、実は毎年

うちの事務所に来る移住希望者にアンケートを取っ
ております。そして、今年３年間一番だった長野県
が下がりまして、山梨県がトップになったというこ
とで、結構な話題になっているという感じです。

ページめくってください。かなり棒グラフがあり
ますけど、ここ７年間の私どものふるさと回帰支援
センターへの相談件数です。2008 年が 2,400 超と
いうことだったんですけども、昨年 2014 年は１万
件を超える状況ということでありまして、この棒グ
ラフの中、上と下、色が違いますね。上はひやかし
でメールとか電話で問い合わせ。下が事務所まで足
を運んで、田舎に移住の相談をしたということであ
りまして、圧倒的多数が本気になって、今、田舎暮
らしを考えるというような状況になっているという
ことであります。

次が世代別なんです。世代別の相談した人の割合
ですけども、2008 年見ますと、移住が 30 代、40 代
ということと、50 代、60 代比べますと、圧倒的に
50 代、60 代が６割以上という状況です。それが、
年を追うごとに変化しておりまして、昨年辺りです
と 20 代、30 代、40 代が 54％ということになって
おります。ですから、最近の田舎暮らしの希望者、
若い人が増えてきたということであります。若い人
が増えたのは、一つは 2008 年のリーマンショック。
学生たちが就職しようと思っても就職先がないと。
ちゃんと普通の希望どおり就職できた人が 57％か
ら 58％、そういう感じで４割以上の人が希望する職
に就けなかったということだったんですね。それで
皆、地方に田舎にということです。
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それから、3.11 の原発事故。これで子育て世代が
大挙西日本に移住したということになっているわけ
であります。右側の３ページの上のグラフは、私ど
もふるさと回帰支援センターのホームページへの月
のアクセス件数です。昨年で８万 3,000 件という形
になってきております。

ページめくってください。こちらは、上のグラフ
は月ごとの相談件数の中身ということになっていま
す。ですから、去年の場合も７月が 1,400 件、後は
コンスタントに 1,000 件を超えるという感じになっ
てきています。人気ランキングは、先ほどのグラフ
のとおりです。高知県、去年は 19 位ですね。その
前の 13 年は高知県６位、去年は 19 位に落ち込んで
いるということです。ただ、この 20 位の中に大体
毎年高知県は入っているという感じです。「希望する
ライフスタイルはどんな状況ですか」というと、こ
こに記載のとおり、働きたいということ。仕事がな
いと生活できないという若者の就業希望が６割以上

ということ。それから、悠々自適、これは団塊世代
なんかの感覚ですね。定年後、田舎で暮らすという
のが、こういう感じで 15％前後ということになりま
す。

それからその下、「就業形態はどんなのでしょう
か」というと、やっぱり圧倒的に企業が多いんだけど
も、農業も根強い人気ということで、去年辺りですと
27.9％、約３割の方が農業を希望ということです。
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ページめくってください。地元、地域連携というこ
とになってますけども、このように農山村、あるい
は農村・山村、これが結構多いという感じでありま
す。ただ、ここにきて地方都市でも暮らしたいとい
う方もおりまして、この辺のことは、ここにもあり
ますとおり 15％ぐらいになっているという感じで
す。これは世帯がばらけてきた。ですからそういっ
た意味で、移住スタイルもばらけてきているという
感じです。

ざっくりそんな感じであります。以上です。

（中河）
ありがとうございました。若い人の移住希望が増

えているということで、そうなると地方消滅も、そ
んなにほんとにそんなのあるのかなという気もしま
すが、その辺りまた後ほど詳しくお話を伺いたいと
思います。

そしたら、武政さんですね。黒潮町も増田レポー
トでは、2010 年には 20 〜 30 代の女性が、900 人
いるのが 2040 年には 261 人ということで 71％減
ということで、いわゆる消滅可能性のある自治体と
いう中に入ってるわけなんですけども、どうなんで
しょう。どういうふうに受けとめてますか。

（武政）
皆さん、こんに

ちは。黒潮町役場
総務課の武政と申
します。お尋ねの
ことは総務課長と
いうことと、私、
かつて自治労とい
う組織で執行委員
長をやっていたこ
ともありまして、
やや仲間というこ

とでお聞き願いたいと思います。
今回の増田レポートですけれども、アンテナをど

んどん広げていけば、もっと真剣に考えていかなけ
ればならないことだろうと思うんですけも、私ども
にしてみれば降って湧いたようなことでして、あと

26 年経てば現在の人口の半分になるという警鐘を
鳴らされたということでして、これまでの私たちの
少子化対策なり子育て支援が全くできていないとい
うことの表れかもしれません。それはそれで真摯に
受けとめながら、本日のシンポジウムのテーマから
いたしますと、若干ずれるかもしれません。けれど
も、先ほど、各自治体が競争するのはいかがなもの
かということもございまして、残念ながら黒潮町み
たいな財政力の乏しい町にとっては、地方創生の交
付金というのは大変おいしい世界でありますので、
それを利用しない手はないんじゃないかということ
で、現在職員間でその戦略を練っているところです。

それで、人口対策ということですけれども、黒潮
町の場合は人口のことはあんまり考え方と言います
か、戦略を持っておりませんで、と言ったら今日の
ことと外れてしまうんじゃないかということになり
ますけれども、黒潮町になる前、私は旧大方町の職
員なんですけれども、先のふるさと創生の時に町の
振興計画をつくるところから携わっていまして、そ
の時に砂浜美術館という、建物のない美術館の考え
方に出会いました。以来、その考え方を中心にまち
づくりに取り組んでいます。組合活動もそして管理
職になってもずっとぶれない方針を貫いていってい
るところです。

砂浜美術館というのは、建物がないということで
して、頭の中で美術館をつくって作品を皆さんに見
せていく中で、町づくりの基本を伝えていきたいと
いうものです。これを全国に発信することによって、
それに共感を覚えた人が私の町にやってくるように
なりました。その典型的なと言いますか、今砂浜美
術館の理事長が移住者で、神奈川県の一人っ子で
す。その彼がやってきて、平成 15 年だったと思いま
す。その彼の行動にしびれた高知市内の女性がやっ
てきて夫婦になります。今３児のご家庭をつくって
おりまして、ボロボロの空き家にお住まいなんです
が、何とその奥さん、町内の民生委員をやっていま
して、細々と生活をする中でもしっかりと地域で自
治活動をなさっています。

また、次にいろんなイベントを通じて若い人たち
が町に入ってくるんですけれども、ある女性がやっ
てきまして、どうしてもこの町に住みたいというこ
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とになってしまいまして、生計の糧を見つけて生活
を始めたんですけど、実はその彼女にはだんなさん
がおりまして、だんなさんもとうとう呼んで、実は
だんなさんはサラリーマンをされていたそうですけ
ども、それを辞めて町内に引っ越してきて、見るか
らにだんなさんはひ弱な方で、ちょっと黒潮町では
生活できんじゃないかと思ったところで、役場の試
験でも受けてみんかと言ったら見事通りまして、今
介護保険のエキスパートになっています。

そういったことで、人口を増やしたい増やしたい
ということよりも、むしろ自分たちの町はこういう
ことですよということでプロモーションをかけるこ
とで、人を呼んでくる方法がいいことかもしれない
と思っています。

そして、今回の地方創生の戦略というところです
けれども、移住者を迎える施策を今の若者、中学生、
高校生ですけれども、ほとんど県外へ出て行ってし
まいます。その約半分でもいてくれたらなというふ
うな思いがございまして、それはやはり行政が黒潮
町という町の魅力を正しく理解してないと、うまく
学校でも説明し切れていないんじゃないかというふ
うなこともありまして、その辺の戦略がうまくでき
ないかなと思っています。そういったところにお金
をかけることで、少しでも地域に若者が残ってくれ
ればと思っているところです。そういったところで
いかがでしょうか。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。さっきも、休憩時間中

にお話して、全然いわゆる地方消滅危機のある自治
体の課長さんとは思えない、お話も非常に明るい展
望のあるような話が多いわけなんですけども、また
さらに深めていきたいと思います。

そしたら、山下先生は基調講演でちょっとまだ言
い足りないところがあれば、また一つお願いします。

（山下）
一つは、高知から一度ぐらいは外に出てみる、出

るのが本当に悪いことかどうかですね。一ぺんは外
へ出て見てみたいという気持ちは若いころは必ずあ
る。やっぱり僕が青森にいて思ったのは、こんなと

こいたくないというような、そのほうがある意味で
は、広いグローバル化の世の中で、そういう気持ち
を持ってくれないと山には登れないんじゃないかと
思うところなんですね。もちろん、高知が好きで好
きでいたんだというのもありだと思うんですけど、
他方でいたくもないのにいざるを得ないのもどうか
なと思うんですね。だから、脱出願望って、必ず地
方にあるところだと思うので、その方がまた自然と
戻ってくるような仕組みがもしあればそれでいいん
じゃないか。私も関東地方に暮らしてみて思ったん
ですけど、暮らしにくい。

僕にもちょっと脱出願望があったのかもしれませ
んけど、地方にいて、東京なんか地方のことは分か
らないということを悶々と思っていても、やっぱり
１回住んでみないと、その暮らしというのは分かり
ませんね。

そうすると今いろんな形でふるさと回帰の動きが
あるけど、僕は一方で、高橋さんの報告にもあるよう
に、人間もそうですけどケガしたら回復しますね。
特に小さい傷だったら放っておけば治りますね、か
えって変な薬塗ったらよけい悪くなる。やっぱりわ
たしたちの社会は病気なので治さなきゃいけないん
ですけど。実は回復に向かって勝手に動いているん
じゃないか。その回復に向かっている動きをしっか
り見定めて、それを後押ししていくということが必
要であって。

それだったらしたたかに、もうちょっと突き詰め
れば、この流れは本当なのかどうか。それが本当だ
とすると、もっと水脈が広くないものだろうかと
か、そこら辺、逆にお二人が現場で見ていて、もう
ちょっとこういう可能性があるとか、こういうのを
考えていきたいというのがあれば、さらにもう少し
聞いてみたいと思いました。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。確かに、自然回復力とい

う感じで、若者がこっちへ来てくれている。それを
自然の力を生かして増やしていきたいと思うんです
けども、ただ、一方で確かに増えては来てるんです
けども、多分、高知県なんかの場合にしても、集落
でも少しずつ、ポツポツそういう姿も見えてますけ
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ども、やっぱりそれはまだ実数とすれば少ないと。
やっぱり地域で聞くと、確かに移住者もいるはいる
んやけれど、やっぱり亡くなっていく人の数が圧倒
的に多いよと。それに追いつかないよというような
声も聞くわけなんですけども、その田園回帰が本当
に永続して続いていくのか、一過性で終わるのか、
その辺、高橋さんどうでしょうね。

（高橋）
これは一過性で終わるか継続するのかは、これか

らどういうことができるのか、どういう社会をつ
くっていくのかということによると思いますね。

私はこの流れをさらに加速化する必要があると思
うんです。ただ、今先生がおっしゃったように外科
手術のような大きな、創生本部のような大きなこと
をやって、果たしてこの日本の国が耐えられるのか
どうなのか。本当に傷んでいるんだろうと思うんで
すね。ただ、私どもは営々と 13 年やってきて、最初
の頃は月に 20、30 人。30 人も相談に来たら今月多
かったねということが 1,000 件まで来てる。1,000
件まで来たということは 2,000 件、3,000 件は射程
に入っているんですよ。国の力なんか借りなくたっ
て自分たちのＮＰＯの力で十分できるなという手応
えは感じています。僕はそのほうがいいような気が
しますね。何か国が上から目線で強いてやるんじゃ
なくて、自然治癒力みたいな形で人々がもうそろそ
ろ田舎に帰ろうかというようなことになっていくこ
と。これをどういうふうに伸ばすか。それが大事だ
ろうというふうに思っているところであります。

黒潮町の武政さんからいくつかの個人的なコメン
トのような話があったけども、黒潮町には、何かう
ちに来いよとかいうことやってませんと。でも結果
として来る。まさにそれなんですよね。それは願わ
くば、黒潮町はこんな町にしたい、こんな町をつく
りたい。この辺を明確に出して、こういう人に来て
欲しいということを発信したら、これは一つの形に
なって、人が動いてますから、いい人が来るんでは
ないかなというふうに思っています。ただ、半分ぐ
らいの人が出て行って帰ってこないような状況があ
る。ぜひやっぱり武政さんが言ったように、黒潮町
の歴史、黒潮町ってどういう町なのか、黒潮町とし

てはどこにあるのかということは、小学校、中学校
でしっかり教育する必要があるんではないだろうか
というふうに思います。

最近は英語を教えるとか、金儲けの投資の仕方を
教えるとか言ってますけど、その前に自分たちが住
んでいるふるさとって一体何なのか、どういう歴史
があってここまで来てるのか、もし限界集落みたい
なのがあって、それが 30 年先に消滅するというよ
うなことが分かれば、その集落は 800 年前にあの
平家の落人が入ってきて、それで営々と築いて現在
に至ってる。この世界に限界集落から消滅に至って
いいのかということをきちっと学ぶことによって、
じゃあ、黒潮町の集落を守っていこうじゃないかと。
あるいは、高知全体も含めて守っていこうじゃない
かというふうなことになれば、また持続可能な町に
なっていくんだろうと思いますね。

ですから、そういった意味で持続可能な国をどう
つくるか。持続可能な地域をどうつくるか。このこ
とが僕は非常に大事だと思うし、人はやっぱりそう
いう教育を受けて初めてその価値が分かる。そうし
て、そこで暮らす喜び、心豊かな暮らしが、また再自
覚できるんではないかな、というようなことを思っ
ているところであります。

もうちょっといいですか。今全国的には、ふるさ
と回帰運動が西高東低です。西日本が活発で東日本
がどっちかというと遅れてます。その間、大体 10 年
ぐらいの違いがあるかなと思います。東が遅れたの
は一体なぜか。はっきりしてます、原発ですよ。私
は福島県の浜沿いの出身です。津波で実家全部流さ
れて何も残ってません。うちの甥っ子たち姪っ子た
ちはここに線量計を付けて暮らしてます。そんな段
階です。そういう中で、全体からいうと西高東低で
西日本が活発で、西日本でも中国地方が一番人気で
すね。中国地方で去年移住者が一番多かったトップ
は鳥取県です。次に島根県。でも一番の人気は、移
住したかしないかではなくて、あそこで定住してみ
たいという一番の人気は岡山県岡山市です。テーマ
は安心、安全、これがテーマですね。津波からもそ
うだし、気候も温暖。そういう感じで選ばれている
ということです。

では四国はどうか。四国は大体ググッと落ちてい
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ます。やっぱり四国の中で頑張ってるのは高知で
す。高知は、私たちは前の知事とか今の知事に会っ
て話した時は、高知はふるさと回帰運動の１周遅れ
のトップ１になる可能性があるから、一緒にやりま
せんかということを再三お願いしたんですけど、な
かなか動いてくれなかったけど。ここ３年、本気に
なって動き始めましたね。結果、出てます。昨年あ
たりのデータを見ますと、高知は四国の中でトップ
で 468 人の移住者。多分これは一部だと思うんで
すけれども、そういう感じになっているということ
です。ですから、全国的に高知は今非常に注目され
てますね。予算も１億 4,000 万ぐらいの予算を使っ
て、この移住者の受け入れに頑張っていまして、そ
の点、非常に期待してますし、黒潮町なんかいい所
ですし、黒潮町とかそういう受け皿がたくさん出て
くると、県全体が活性化してきます。

例えば、去年までふるさと回帰のトップであった
長野は、どっかいいとこありますかと言われたら、
飯山市、それから松本市、大町市、佐久市等々とこ
ういう感じで20件ぐらいぱっと出るんですよ。高知
どっかいいとこありますかと言ったときに、四万十
の下流に人が集まってるよねと、若い人たちが 200
人ぐらいが集まって、結構活性化してますよと。ほ
かどこかありますかと言うと、う〜んとなっちゃう
けども、そこに黒潮町があるよと。それから我が村
もあるよと、そういって至るところが出てくるよう
になればいいなと思います。そのためには受け皿を
つくるということが大事だと思います。

そんな感じです。とりとめのない話になりました
けども、参考になりましたでしょうか。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。高知県の取り組み、誉

めていただいて大変嬉しくなるんですけども、また
そのお話は次の質問にしたいと思うんですが、高橋
さんのお話の中で、黒潮町も人気があるんだという
ことで、課長のお話でも若い人が来てますよという
ことだったんですけど、僕も新聞記者やっていて黒
潮町の、最近はやっぱり黒潮町というと南海トラフ
の地震の関係で、全国１の津波高、34 メートルが来
ちゃうんだという想定、それが結構大きくてそれに
どんなふうに備えていくかという報道が主になって
いるかなという気もするんですけども、それで震災
前過疎とか黒潮町は言われてるけど、かなり地震の
来る前に出て行っちゃおうというような人も沿岸部
にはいるということなんですけど、その点、武政さ
んはどんなふうに感じてますか。

（武政）
そうですね。23 年 3.11 の後、約１年して平成 24

年の３月 31 日に黒潮町の 34.4 メートルの津波新想
定が公表されたとき、４月１日に作戦会議でどうす
ると。町の職員もその想定を聞いた時の状況という
ので、いろいろなメディアが取材に来ました。です
が住民は全く驚いていない。役場にどうしようかこ
うしようかという電話１本かかってこない。非常に
いい町でございます。

ですから、住んでいる人の震災前過疎はなかった
んですけれども、一番心配したのが外国人労働者な
んですよ。その人たちが平成 24 年中にサーッとい
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なくなって、一時期震災による過疎かなと思ったん
ですけれども。しかし、むしろ日本一高いリスクを
公表されたことで、私たちのまちづくりで犠牲者ゼ
ロの町をつくるということは日本のどこでも犠牲者
が出ないということになるので、今自分たちの防災
対策は、犠牲者ゼロを目指す防災づくりだというこ
とでやっています。

浸水区域に 4,600 世帯ありますけれども、その
１世帯ごとに避難計画、一人一人のカルテをつくっ
て、100％現在回収していまして、その後、生まれ
たり、亡くなったりしている人もいますけど、ロー
テーションをしながら進めています。それを行政だ
けがやっていくと無理なので、各地域、各班に対して
その状況を随時更新していくような取り組みを願っ
ているところです。町の地域防災計画もしかりです
けれども、地区の防災計画、各班の防災計画、家庭
の防災計画まで突っ込んで対策を取らないと犠牲者
ゼロは目指せないというふうに思っています。

これは、言葉は適切じゃないかもしれませんけれ
ども、東日本大震災の時の失敗を２度と繰り返さな
いように、事前にそれをつくっていたほうがいいと
いうヒントを得まして取り組んでまして、そういっ
たことを全国にアピールすることによって、逆に移
住して来られた方には通常と変わりませず応援して
もらえますし、総務課の中に、自分の係に移住の担
当がいますけれども、その問い合わせも相変わらず
多いです。ホームページで紹介をする、空き家の軒
数も増えていっているということです。

そして、先ほど山下先生のお話の中に限界集落と
いうふうなことがございましたけれども、確かに中
山間のほうでは人口が減ってまして、空き家もどん
どんできてます。逆にそれは伸びしろという考え方
もできますので、中山間には空いたお家もあります
ので、改修せられて、お住まいを続けることもでき
ますといった紹介もしているところです。

そういったことは、地方戦略ということではなく
て日々の業務の中でやっていったらいいことで、敢
えて取り立ててやっていこうというようなことは、
余り考えてないといったところでして、それよりも
何よりも働く場所がないっていうのが今の若い人た
ちの痛切な悩みでして、特に中高生は町内に住もう

にも仕事がないというのがありました。そういった
ことをむしろ創生戦略では考えていかなければなら
ないなと、そのように考えているところです。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。高橋さん何かお話をし

たいということで、どうぞ。

（高橋）
津波の話なんですけど、さっき言ったように、私

の実家、全部流されたんですけど、でも私の実家の
集落の人たちもみんなそこから逃げるという人は、
津波で逃げるという人は誰もいませんね。原発で逃
げる人はいるけど、という感じです。考えたら、東
南海も津波来るって言ったっていつ来るのか分から
んのですよ。東北、三陸は 100 年に一ぺん津波が来
て、それででかいのは 1000 年に一ぺん来るという
感じなんです。今回のは 1000 年に一ぺんなんです
よ。1000 年に一ぺんってどのぐらいの時間がある
かって誰も分からないんですよ。問題は、そういう
自然災害とどういうふうに共生していくのかいうこ
と。何か最近、東日本に堤防をつくって、十何メー
トルの堤防をつくって暮らすとかって言って。バカ
言っちゃいけないって思いました。漁師なんて、海
の色みて、風の匂いをかいでもうカツオが来るぞと
いう感じでしょう。いやもうサンマが来るぞと言っ
て、それで出ていくわけだから、そんな十何メート
ルの堤防の内側にいて漁師ができるかと。

今課長が言ったように予習もしっかりしてるし、
逃げ道さえ確認しとけばということでいいと思うん
ですよね。だから、その辺がどうも事が逆さまになっ
ているような感じになって、東日本に私どもふるさ
と回帰センターとして支援やりました。起業家の育
成を第１次産業、農業・漁業・林業の６次化に加工
してものづくりということで起業家を 95 名擁立し
たんです。みんなでコンペをやってその起業がオー
ケーかアウトか判断して、お金も出したんですけど、
現地見たらあのでかい堤防を全部引っ張って津波が
取っ払ってるんですよ。どんなものつくったって10
メートル、20 メートル、30 メートルの津波が来た
らひとたまりもないんですよ。
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（中河コーディネーター）
ありがとうございました。限界集落も伸びしろで

あるという武政さんのお話。あるいは防災、地震に
ついても日本一高いリスクであれば、それにちゃん
と備えをすれば逆にそれは移住者にもアピールでき
るんだよというような前向きなお話でしたけども。

どうでしょう山下先生、この地方消滅論というこ
とで、今、侃々諤々議論があるわけなんですけど、本
当にその無くなっていくのかどうかですよね。例え
ば高知県で34市町村のうちの23市町村も若い女性
が半分になり、そういう自治体はほとんどが１万人
以下ですから、人口も。そうなると将来消滅すると
いうようなことになると、これはもう県の消滅とい
うような形にもつながりかねないような話なんです
けども、本当にそんなことになっていくのかなと。
限界集落論というのもあったんですけど、本当に限
界集落は無くなってきてるのかなという、その辺り
全国的な状況も踏まえて、一つお話いただけたらと
思うんですけど。

（山下）
地方は消滅するのかっていう話ですけど、このま

ま本当にばらけた社会が続いていけばそうなるとい
うことですよね。今回政府のつくった中期ビジョン
というのは、非常に大きな意味があるのは、東京一
極集中が人口減少の原因だとはっきり言ったんです
よね。なので、その東京一極集中を止めなきゃいけ
ないということを今錦の御旗になっているようなん
ですね。

逆にいうと、東京一極集中が止まらない限り、やっ
ぱりこれは事態は好転しないぞということなんだと
思うんです。ただ、見てて感じるのは一つの失敗は
団塊ジュニア世代が子育て期を迎える、越えつつあ
る。だんだんと女性が産む年齢も後ろに下がってき
ているし、男性の場合は若い女性と結婚するという
可能性もまだありますが、あれですよね、変な話で
すけど、後継者いるんだけど結婚してないのが問題
で、結婚させてくれれば問題ないよという地域がか
なりありますよね。だから、単純に仕事があってど
うのということでもないという。やっぱりこれはど
こかで回復していくんだと思うんですけども、その

回復の時期をちょっと逸したというタイミングが非
常に問題なんだと思います。

その時に逆に今度、各自治体等で、あるいは地域の
中でできることって何なのかということなんですけ
ど、ちょっと今聞いてて思ったことは、必ずしも全
て限界集落に１回出て行った若い人が戻って、そこ
で子育てしなければならないかというと、必ずしも
そうではないだろうと思うんですね。むしろ、さっ
き出してた四万十の大宮の例ですけど、いざ奥のほ
うへ入ってきてというのは、雇用促進住宅をつくっ
た、そこに若い人が戻ってきたっていう話で、じゃ
あなぜ元の集落に行かないかといったらやっぱり親
父がいるからとか。じゃあ死んだらいいかっていっ
たら、そうなるなみたいな話ですよね。ですから、単
純に人がいないから問題だということではなくて、
やっぱり家や空き家や農地や耕作放棄地、そういっ
たものをどういうふうに誰が使ってどういうふうに
改良していくのか、やっぱり僕は研究者なので、単
純に自由化するということには賛成できないんです
けれども、例えば空き家なんかでも、空き家だって
いうけども仏壇があるとか、これは使うんだとかっ
て言って貸してくれないとよく自治体の方が問題
にしますよね。ただまだ管理しているからいいんで
あって、それが、本当に帰れなくなってきたときにど
うするかっていうタイミングで、しかも空き家なの
で、管理しなくなって住まなくなったら、そこのタ
イミングをどういうふうにつかんでいくのかってい
うことなんです。そして、空き家対策というのは、
実はタイミングはこれからなんですね。本当にもう
諦めて手放す人はこれからなんですね。そこはタイ
ミングを間違えちゃいけない。それから、Ｕターン
もそうだと思うんですけど、ここに来て、そこそこ
Ｉターンとかふるさと回帰が出てきてというのは、
団塊Ｕターンってやっぱり退職してからですけど、
リーマンショックなんかがあったりして、退職時が
遅れたりして、なかなか退職させてもらえなかった
りとか。そういうタイミングのずれなんかがあるの
で、しっかりそういうのをそれぞれの地域がどうい
うタイミングで、どういう物件が出てきて、どうい
う人が動いているのかということを見定めていく必
要がある。これは本来は、それぞれの人々や地域で
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勝手に動かしている話でうまくいってればいいです
けど、ところが結構、例えば高知市に行っても地元
の行政とそんなにかかわりがないんですね。地元に
住んでいれば、いろんな情報が入ってきたりするん
でしょうけど、高知市にいたり、あるいは大阪なん
かでも関西でも。そうすると、そこの人たちって誰
もこっちの情報がないので、時々帰ってきて、例え
ば情報でもすごく薄い情報で判断してる。そうする
と、帰ろうと思っているだけではだめで、そこら辺
のつながりをやっぱりしっかり持続していく必要が
あるんじゃないか。

特に先ほど西高東低っておっしゃったんですけ
ど、実は東北のほうはＩターンないんですよね。その
代わり、潜在的にＵターンに注目があって、Ｕター
ンが多いということでいうと、東北のほうも制約が
あって東京一極集中なんです。先ほどの都道府県別
の出生率ありますね。あれ実は、地方の中で一番下
がってきているのは東北です。高知はちょっと低い
です。でも東北のほうが低い。なぜ、あんなに低い
のかなと思ったら、これはもう論理的にこう思える
んですけど、東京との距離が非常に近い。青森県か
ら就職するのに仙台なんかにとまりません。盛岡な
んかにとまりません。みんな関東に行くんです。そ
れに比べるとここからだと、東京に行く人もいる
けども、大阪とか広島とか、あるいは四国の大学っ
て結構いませんか。山の向こう側に行くんじゃない
ですか、香川とか。だから、どこに行こうという人
たちが出て行って、今どういう暮らしをしてて、こ
れからどういうふうにするつもりなのかということ

を、必ず僕は把握することが必要だと思うし、それ
によって実は全然違う地方の姿が見えてくるんじゃ
ないかというふうに思います。

最大の問題は、とにかく出生ですね。出生と結婚。
これをていねいにやっていかないといけない。その
時に、先ほどから出てる災害の話が実は遠いようで
近い話ですけども、結局、津波から身を守るのは、
地域であり家族であるわけでしょう。防潮堤じゃな
い。子どもを育てるのも地域で、逆にいうと地域や
家族が、高知県の中でもやっぱり昔のような健全な
状態じゃなくなってきている。僕ら昭和の後半ぐら
いの生まれだと、社会教育とか生涯学習とか、あれ
は年寄りがするもので自分たち若い者がするもので
はないというふうに思っていた。平成世代では一巡
して全然違う考え方で町内会とか部落会とか地区会
ですね、あるいは子ども会とか、そういうとこもも
しかして見直してみる必要もある。そういうところ
に、例えば高知市内でできてる出身者の子どもたち
を、例えば巻き込んで、親も巻き込んでいいと思うん
ですね、そういう何というんですか、仕事というの
は、なかなか自治体ではつくりにくいんだけども、
人や地域や家族のことのほうがもっとやれることは
あるんじゃないか。そういうことを繰り返していく
ことによって、子育て力が回復して、自然とまた元
に戻ってくる。それだと、若い人たちに子どもは嫌
いだとか、子どもは見たくないとか、そういう雰囲
気ってまず全然ないんですね。

ただ、そこはやっぱりちゃんつながって戦略を
練っていくことですね。ぜひ、黒潮町もそういう意
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味での戦略をやっていただきたいと思います。

（中河コーディネーター）
そうですね。高知県なんかの場合も、祭りなんか

が集落で維持できなくなって、高知市とか都会へ出
て行ってる子どもさんなんかを連れて、またそれを
習わせるというような形の継承というのは進んでる
と思うんですけれども、とにかくそういった努力を
していかないと、町内会活動なんかは復活させてい
かないと、地方消滅も現実的になってくるんじゃな
いかというお話でした。

高知県もそういった意味で、尾﨑県政がかなり地
方の集落の自立とか、そういったことを目指してた
くさんの活動をこれまでやってきてます。集落活動
センターであるとか、移住促進もそうですよね。先
ほど高橋さんおっしゃったように 13 年度は 500 人
弱の方、実績が上がった。14 年度は、これ県に聞く
と 286 組ぐらいの、今のところ昨年末の時点ではそ
れぐらいだと。今年 15 年度は 500 組以上を目指し
てますよということで、そういう高知県も頑張って
取り組みをやっている。そういったこと、高知の今
の取り組みが皆さんにはどんなふうに映っているの
かなということも聞いてみたいと思うんですが、高
橋さんに移住も含めて、先ほど少し思いもいただい
たんですけども、もっとこんなところを頑張ったら
どうかというような、そんなアドバイスも含めてお
願いしたいんですけれども。

（高橋）
やはり、先ほど紹介しましたように移住希望者は

急増してますね。それは従来の価値観、どうしても
物質的豊かさよりは精神的な豊かさを求める、そう
いうところに価値を置く人が増えてきたいうことな
んだろうと思うんですね。それ以外には、1,400 件
とかのうちの相談件数の根拠が見出せないんです。
それは取り立てて原発事故以降、多くの都市住民の
底辺で価値観の変化が起きていて、それで物質的豊
かさよりも本当の豊かさ、地方での暮らし、子育て
といったものに価値を置く人が増えてきてるという
ことがはっきり言えるんだろうと思います。

ですから、高知をどうしていくかというと、高知

スタイル、さまざまな多様な価値観を認め、自由度
の高い高知県民性みたいなものをもっとアピールし
て、高知だったらこういう暮らしができますよと。
高知だったらこういう仕事がありますよ。高知だっ
たらこんな可能性もありますよということをやっぱ
り外へ向かってしっかりアピールするということが
大事なんだろうと思っています。

私は団塊の世代なんで、東京に来る時、少しでも
いい大学に入ればいい会社に勤めて終身雇用で定年
後は悠々自適みたいな、ある種の夢が描ける時代で
した。しかし、グローバル化社会というのか市場
経済というのは、その前にそれぞれの個人の豊かさ
の前に、資本の論理で金儲けが最優先されます。人
は、労働者は使い捨てになっていく。今年収 200 万
円以下の若者が 1,400 万人もいるということ。こう
いうことに優秀な若者は気が付いている。こんなと
こにいたって使い捨てにされて、自分の人生、全然
先が見えない。だったらこの際、活躍できる場を求
めて地方に行こうという感じになっているんだろう
というふうに思いますね。ですから、そういうよう
な若者の価値観の変化、アクティブな若者からどん
どん地方に出ているということ、そういう若者に対
して高知ならこういうことができますよということ
をしっかりとアピールして、対応することが大事な
んだろうというふうに思います。

それから、少子化ということについて、私昔に自
治労というところの本部にいて、福祉を12年間担当
したことがあるんですけど、少子化対策もやりまし
た。フランスとかスウェーデンに少子化対策の視察
にも行きました。少子化はやっぱり子育て環境をど
う整えるかということが非常に大きいと思うんです
ね。それをやらずに、今みたいな長時間労働とか、
それから男女の仕事の振り分けもできずに、女性に
みんな押しつけるようなことになったら、これはな
かなか子どももつくりたがらないということになる
と思います。ですから、そういった意味で、子ども
を育てやすい環境をどうつくるかということの子育
て対策について、検討して欲しいなというふうに思
います。

国がいくら子育てとか子どもを増やすとか言っ
たって誰もそんなこと気にしないんじゃないです
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か。それは子どもは地域で育てるわけですから、地
域の環境をもう少し濃厚にしていって、子どもを育
てるようなそういう場をどうつくっていくかという
ことも大事になってくるんだろうというふうに思う
わけです。

直近の状況ですので、実は、相談に来ているのは
Ｉターンが大体全体の７割です。Ｕターンが３割で
す。Ｕターンしない人が、さっき話、先生からもあ
りましたようにいろんな状況もあってしにくいけど
も、ここにきて、Ｕターンがじわりと増えてきます
ね。一つは 3.11 で、あんまり好きな言葉じゃないん
ですけども、「絆」というふうなことが東北では囁か
れて、改めてふるさとが見直されるというのか、こ
のままいったらふるさとが大変なことになるという
ことで、この際戻ろうかという人がじわりと増えて
きています。福島県、原発で大変なんですけども、
放射能で。でもうちの人気ランキングでは４番目に
着けてます。これなぜかというと、この際だからふ
るさとへ帰って、復興の支援をやろうという若者が
増えてきて、それが大学卒業した後Ｕターンしてく
る、いうことだろうと思います。まず東北全体とし
ても、Ｕターンがじわりと増えてきています。秋田
は成果を出してますね。秋田の県人会組織、東京の
秋田県人会、結構強力な集まりがあって、そこでみ
んなが年に１回、２回、集まりのあるときに、今度
定年退職になったんだからいつ秋田に帰るよという
話が日常的に交わされるようになったということに
なっていまして、毎週土曜日、秋田のＡ、Ａターン
ということで、Ｕターンのアドバイザーが来て、予
約制で秋田へ帰りたい人の相談を受け付けてますけ
ども、これも今順番待ちというような状況になって
ます。長い間、閑古鳥鳴いてたんですけども、ここ
１、２年急増してきているというようなことになっ
ています。

今年、東北結構頑張っていきたいと思ってますけ
ども、その中心はやっぱりＵターンになっていくん
だろうと思います。Ｉターンで道筋をつけて、そこ
にＵターンの人たちが乗っていく。場合によったら
孫ターンで、団塊の世代の子どもの子ども、孫まで
おじいちゃんの田舎に行きたいということで、ボチ
ボチと孫ターンも出始めているというような全体の

状況になっています。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。確かに福島、上位で移

住希望地にいるわけで、そういう若い人たちがこの
福島の復興を自分たちで、というのは、本当に励ま
されるようなお話でしたけども、武政さんは現場で
いらして、先ほども移住者を迎える施策も大切だけ
ども、出て行く人を半分でも留めたいという、そう
いう思いもありました。具体的にそういう施策みた
いなことはどんな取り組みがあるんでしょうかね。

（武政）
若い世代が町をどう楽しんでいるかということ

で、見せるというのがいいのかなと思います。今日、
会場に黒潮町の中山間からおみえの方がいましたの
でご紹介したいと思います。行政の行う少子化対策
みたいなことはできないんですけども、若い男女の
出会うきっかけの場をつくるというのをやっぱり若
者のグループに任せていたほうが、気軽さも手伝っ
ていい展開につながるということをご紹介させてい
ただきます。

黒潮町の蜷川という地区があります。国道から小
さい道を 10 分程度入ったところにございまして、
蜷川小学校、今は学校がなくなってその学校跡地を
利用して交流人口の拡大に取り組んでいます。その
施設の名前が非常にいい名前です。「であいの里」
と言います。そのまんまで、そこで町内の若者のグ
ループが、いわゆる婚活イベントをやっています。
今年で３年目になります。であいの里に限ったこと
ではございませんけども、そういった施設を利用し
ながら、婚活イベントをやっています。最初は人も
集まるかどうか不確かだったんですけども、参加者
の口コミも手伝って、毎回10組以上の男女が集まっ
て、今年は 24 名が集まりまして、５組カップルが
誕生しました。これは何か自分たちのような役場の
おんちゃんが眉間に皺寄せて考えてもなかなか参加
しないんですけども、若い人たちには若い人たちの
悩みとか楽しみとかいろんな共通することがありま
して、そういった中でできたということで、一部は
高知県の補助金を利用しながら、町も財政支援しな
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がら、参加者の方からもお金をいただいています。
という情報をここで皆さまに流しましたので、ぜひ
ともご近所、お友達、未婚の方がいましたら、黒潮
町にこんなのがありますということで紹介してくだ
さい。

ですので、若い世代に若い興味の引くことは任せ
て、それを行政は後から後押しをしていくといった
取り組みが必要じゃないかと思います。そもそも私
は高校を卒業してそのまま役場に入って、来年で定
年を迎えていくことで、そもそも役場に入りたかっ
たのは、大方町の目の前にある海でサーフィンをし
たかったからでありまして、朝サーフィンして役場
へ行って、帰りにサーフィンして帰るというのを 10
年間続けるうちに浜で出会った女性と結婚いたしま
して。

そういったこともありまして、いろんな場所で若
い人に出会えるきっかけをつくっていくのも、隠れ
たところで行政が後押しをするというのも大切じゃ
ないかと思ってます。以上です。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。なかなか即効薬という

か、そういうがではないんでしょう、地道にやって
いくしかないんでしょうけど、山下先生が今回行か
れたという四万十市の大宮ですかね、あそこも集落
活動センターの走りというような、大宮産業という
組織があって、住民組織が運営して特産品を開発し
たり、あるいは日曜雑貨を販売したりガソリンを供
給したりというような活動をやって、いち早くやっ
て小さな拠点のモデル的な評価も得ているわけです
けども、高知県はそういう小さな拠点づくりを進め
ていくということで、この３年間で県内で 16 カ所
そういう活動センターができました。県としては10
年間で 130 カ所を目指すということで、今普及に努
めてるんですけど、３年で 16 で、130 カ所まで行
くのはなかなかしんどいかなという気もするわけな
んですが、やはりできるところとできないところと
やっぱり温度差があるし、今は行政の補助が出てる
けども、補助がなくなったら誰が責任取るんだみた
いな、そういう話もあるようなんですけども。

小さな拠点づくりは国の地方創生でも取り上げら

れて支援の対象になってますけども、どうでしょう、
こういう高知県の取り組みをやはりこれからも地道
に続けていくべきだというふうにお考えでしょうか。

（山下）
そうですね。そういう質問に対して直接的な答え

をするよりも、こう答えたほうがいいという答え方
をしますけども、恐らくですね、何をやるにしても、
やっているほうが楽しくないとこういう問題は進ま
ないのであって、何せ最終的には心理戦であり、何か
悪い予言って、その予言に引き込まれるんですね。
駄目だ駄目だっていうと本当に駄目になるんで、こ
こをひっくり返すには、何かとにかく１回忘れて、
津波のことを１回忘れて、でも大事なことは覚えて
ないといけないですよ。避難路をつくるとか、それ
さえしとけば大丈夫だみたいなことですね。逆に言
えば、これさえしとけば大丈夫だということさえや
れば、あとはとにかく楽しくやることだと。

たとえばこの拠点もそうなんだけど、自分たちが
必要だと思ってやっていたい。やることが楽しそう
だと思えばやったほうがいい。そういう拠点が 130
カ所広がっていくころには多分、これ 130 カ所とい
う数字を思うとＰＤＣＡサイクルをやると言うんで
すけど、そういうもののためにやらされたら、これ
はつくったって駄目になるんですね。多分、先ほど
から出てる人が戻っていってる地域というのは恐ら
くこうじゃないかと思うんですけど、やってる人が
楽しくやっているところに戻ってくるんで。

僕も青森で１カ所、頑張ってやったんですけど１
年間やって結局、仕事づくりなんて誰にもできず、事
業をとってきてやりっぱなしみたいなことで終わっ
ちゃったんですけど、ところが３組カップルが生ま
れて全部嫁とって、子どもが次々と生まれたんです
ね。で、原因何かなと思って眺めてみると、やっぱり
うちの地域は続けるぞと、若い奴帰って来いという
メッセージがちゃんと若い人たちに伝わったので、
だから結婚するときに、うち出ていくのかうちから
通うのかということを判断するときに、ここの地域
はいい地域だからじゃあ残ろう、多分、嫁さんのほ
うがそういうところに住んでみたいと思ったかもし
れませんね。これはもう全然調査やってないけど
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も、あんまりプライベートな話なので、やってない
んですが、どうもそれでよさそうで、考えてみると
先ほどの大宮産業みたいなとこがあって、その産業
が実績を上げたから子どもが生まれるようになった
と考えるよりは、おじさんたちが仲良く活動をやっ
ているところは若い人たちも楽しいんですよ。だと
思います。そういう雰囲気をどういうふうにつくる
のか。駄目だ駄目だ、それは駄目だと言ったら本当
に、それは若い人たちにも飛び火して、子どもにも
飛び火して、こんな地域いてもしょうがないんだと
いうことで、やっぱり心理戦になるんです。ここで
踏みとどまって我慢する。

その時にふっと考えて、仕事仕事っていうんです
けど、武政さんはどっちか分からないですけど、大抵
役場の職員は、役場の仕事を失ってもとりあえず食
えるんですね。大抵農地なり魚が手に入るルートが
あり、とりあえず食うに困らないということは仰っ
てまして、若い人たちもこっちにきて何かやるにし
ても、食うに困らない仕組みだけ何とか用意してあ
げれば、逆にいうと仕事っていうのは、全て経済界
や行政が用意するという考え方もおかしな話で、こ
こに住みたいんであれば、自分で仕事をつくるとい
うことでないといけないし、仕事をつくるっていう
人たちがやっぱり仕事をつくるんであって、役場が
経済界が仕事をつくるんでもない話ですよね。そこ
はやっぱり人をどういうふうに組み入れて、育てて
いくのかっていうことは、やっぱり重要なことだし、
考え方一つで政府の政策や県や市町村の政策にも生
きてくるし、逆に制度、政策のためにやらされれば
もうお終いだし。

去年の末ぐらいに１カ所行ったところでは、地方
創生の話で、まだやるのかって、もう嫌だって、ここ
までやってきてこれ以上お付き合いするのは嫌だっ
ていう人たちもいました。そういう気持ちになっ
ちゃいけないし、そういうつもりであればやらない
ほうがいい。逆に自分たちでこれをやりたいんだと
いうことで実現できるような形にやっぱり国の支援
も展開していかなければいけないし、県や市町村と
いうのは、それを支える仕事をしていかなきゃいけ
ないということだと思います。

（中河コーディネーター）
分かりました。武政さんのおっしゃっていたまち

づくりの、そのまま当てはまるような、自分たちが
暮らしてる、若い者たちもおじさんも楽しく暮らし
てる、そういう町へ人も集まってくるという、それ
に尽きるんだというふうに思うんですけども。

本当に皆さんが、最初僕が少し強く言い過ぎたか
もしれませんが、一人６分ですよと念を押したら、
それをきっちり守ってくださって十分まだ余裕があ
るんですけども。じゃあどうぞ。

（高橋）
仕事の話ですけど、地方に来たら仕事はないと皆

言いますよね。確かにないよね。でもあるんですよ。
東京と同じでワイシャツ着てネクタイ締めた仕事は
ないかもしれんけど、仕事はあるんです。例えば、
有名な和歌山県の那智勝浦町の色川地域なんかは大
体その地域の４割は移住者ですよ。そこで暮らした
いという感じで。あそこはなかなかハードルが高く
て誰でも引き受けてないんですね。お試し住宅に住
んでもらって、この人がこの地域で果たして一緒に
やれるかどうか、馴染めるかどうかを見て、それで
みんなで判断して受け入れるか断るかを決めるみた
いな、そういう地域なんです。でもそこに住みたい
という人が何をやってるかというと、炭焼きをやっ
たり、あるいは海の水を汲んできて、それで間伐材
で炊いて、それで塩を作って売ったりとか、そうい
うことをして暮らしてるんですね。

私、この間沖縄に行っていい話聞いたんですけど、
屋久島なんか結構移住者多いんですよ。そこはどう
なっているかというと、山で 10 日、海で 10 日、野
に10日で生活を営んでいるいうことなんですよ。分
かるでしょう、何となく。だから月 20 万円稼ごう
と思ったら、一つ２万円の仕事を 10 探せばいい。
そしたら 20 万円になる。このぐらいの感じでやる
と結構暮らしていける。問題は仕事がないから、そ
の地域に来れないじゃなくて、仕事は自分でつくる
ものだということ。あるいは県として、そういうや
る気のある人がいたら事業資金で６次産業化とかい
うことで、起業資金を用意して、100 万でも 200 万
でもいいんですからそれで起業してもらうというこ
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と。それでそこに住みついてもらう。ということも
あるだろうというふうに思いますね。

また、最近高知県はチャレンジショップっていう
のを出しているでしょう。あれはなかなかいいよね。
これは各市町村の商店街でシャッター通りになって
いるところに若者が来て、店を開くんだったら支援
しますよと。これはなかなか面白いね。いろんな成
功事例もあるんでしょうかね。あったらぜひ私に電
話ください。私がブログで紹介しますから。

ですから、いざとなってやろうと思ったら仕事は
いくらでもあるということだと思います。

婚活ね、黒潮町だけでやらせておくのはもったい
ないから、全ての市町村でやってくださいよ。ある
いは東京から誰かいないか。東京も女性余っている
から。ブロック、せめて幡多郡なら幡多郡で婚活や
るからって、それでやっていいと思う。この間、秋
田県がやったね。女性を東京から呼ぼうとした。公
務員と銀行員に絞って独身の男を集めて20人、それ
に東京から女性を20人で。結構できたらしいよカッ
プルが。ただ結婚までいくかどうか分からんという
ことですけども。そんな感じでそれぞれが知恵を出
して、そのまんまでいいんですから、それでやって
いただくとよろしいかと思います。

あと何というの、よく言われることですけども、
ああうちの地域は駄目だ、うちの集落は駄目だと
思ったら負けよ。自分らが駄目だと思ったら絶対駄
目ですよ。その地域に暮らすことを誇りに思って、
それにしがみつくぐらいの思いで、それで子どもが
いる。あるいは周りの人たちに地域はいいね、水が
うまいね、春になって潮風が気持ちいいところだよ
と。それだって売りになるんだから。それが良いか
悪いかは移住希望者が決めるから、自分がいいなと
思うことをみんなで町のブログに書いて発信すると
かいうことだっていいと思うね。

黒潮町のそういう四季の移ろいのいいところを満
載して 100 人ぐらいからアンケート取って、それを
ブログに載せて発信してみたらどうだろうか。面白
そうじゃない。ということで、あらゆる話題をつくっ
てやっていくこと。これがいいと思う。僕はね、高
知は非常に可能性があると思うんだけど、僕も仕事
を辞めたら高知に移住すると。

（中河コーディネーター）
どうもありがとうございました。今回は連続シン

ポジウムということで、これから２回、３回と続い
ていく。柱のテーマが「少子化に抗して」というこ
とで、少子化にあらがいたいということですけど、
本当にそうなったらいいんですけれども、国の地方
創生戦略もこれから具体的に始まっていくというこ
とで、中枢拠点都市なんかをつくって、そこへ人口
ダムの機能を果たしてもらって若者の流通を防ごう
という、どっかで聞いたような話。人口ダムなんて
いうのは高知県の総合計画では 20 年ぐらい前にも
う既にそれを取り込んでて、高知市と南国市にイン
フラを集積してということもやりましたけども、人
口減は全然歯止めかかってないということなんです
が、そういったことも踏まえて最後になるんですけ
ども、その少子化、高齢化対策ということよりも、
少子化対策が本当の問題だというふうに山下先生も
おっしゃってますが、本当に望ましい少子化対策と
いうのは、どんなイメージなのかっていうこと。ま
たお一人ずつ伺えたらと、ちょっと硬いテーマにな
るかもしれませんけども、どなたからでも構いませ
んが。武政さん。

（武政）
少子化対策ですけれども、少子化対策と子育てと

いうものは関係があるように思います。子どもを住
まわせる環境というのは、自分たちが小さいころは
同年代の方もいらっしゃるので、お分かりになるか
もしれませんが、とにかく食い物がなかった。先ほ
ど、高橋さんが四季の移ろいという、非常にいい言
葉を発せられてすっと思い出したんですけれど、自
分たちが子どもころは四季の移ろいを敏感に察知し
ておりまして、夏になればどこそこの小夏が熟れる
ぞと、秋になればミカンがおいしいねと、黙って頂
戴をしていたので、またそれが見つかれば、相当お
叱りも受けることもありまして、もう二度としませ
んと誓ったのも、２、３度じゃなかったということ
で、非常に泥棒集団の幼年期を過ごした経験があり
ます。

そういった時に、やっぱり地域で子どもたちを叱
る人というのが必ずおりまして、人口回帰というこ
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とで、都会から帰ってこられる人たちも、昔の心意
気というか、そういった大きな懐も持っていただい
て、また地域で子どもを育てていくような環境も、
また回帰していけたらなと思うところです。なかな
か他人の子どもさんを叱るということが、今の時代
ではできない。なのでまたどうも犯罪になって陰湿
にもなってきたようにも思います。

田舎には田舎の良さというものがありますので、
そういったこともまた、日本を取り戻していくよう
なことで考えていただければ、それこそまた人と人
とのつながりですとか、親子のつながり、先ほどの先
生のご紹介にもありましたけれども、親がいるから
嫌だという、うちも娘がいるんですけれども、子育
てをしていくんですけれども、共働きで子育てをす
るよりも確かに健康な親、また健康なおじいさん、
おばあさんがいたほうが目が届いて、またいろんな
子どもへの協力ができる環境にございます。お嫁さ
んの生活は大変でしょうけれども、そういったこと
も大切な世界なので、何か繰り返していくようなこ
とを期待をしたいなあと思います。

この前、石破大臣は創生は再生ではないと言って
おりましたけれども、田舎は質のいい人が増えれば
いいわけでして、これまでに田舎を正しく理解して
くれる人たちとで、また地域ができたらいいのか
なと思っております。何から何まで特徴のない話に
なってしまいましたけれども、ありがとうございま
した。

（中河コーディネーター）
ありがとうございました。高橋さん。

（高橋）
私は先ほどお話したから、少子化というのはない

です。子育て環境だというふうに思っています。私、
子どもつくらなかったんですよね。学生運動やって
ましたから、革命の戦士としてきっと僕は死ぬんだ
ろうと思ってましたから。本気だったんですよ。だ
から結局、こんなに 67 歳まで生きると思わなかっ
たんで、こんなに生きるんだったら子どもつくって
おけば良かったと。その分だけ地域で子どもたちが
タバコ吸ったり、あるいは悪さしてると雷親父ぐら

いやってます。こら、お前等駄目だとやってますけ
ど、そんな感じで頑張っています。

しかし、子どもって少子化対策と言われて子ども
増やすのよくないですね。何か今の東北なんかに行
くとそりゃ子どもつくって育てる町にはならないで
すよね。ですから、そういった意味では、地方は再
評価されているというのか。因みに先ほども話した
鳥取県なんかは、子育てに優しい県ということで、
それを全面的に前に出して、ポスターも子育てに優
しい県とか、森の鳥取で子育てをなんて、森にキャ
ンペーンガールズをおいたりして、ポスター作った
りして１年間に 1,000 人ぐらいの移住者を確保して
るというようなこともありますから、そういうのを
前に出すと、都会から地方に移住したい人が高知を
選ぶということもあるんだろうと思います。
「高知家は一つの家族やき」ということでキャン

ペーンやってますよね。まさに家族だったら、子育
てに優しいことも、子育てに優しい県だということ
も、ちょっと前に出すとまたそれなりに、首都圏か
ら子育てで、地方で子育てをしたい人もいる。そう
いうふうに思っております。

（山下）
長寿化ということはいいことですよね。長生きす

るということは。ただ、80 歳、90 歳まで生きるよ
うになったのは、これは最近の話なので。人間関係
でいうと昔ながらの家のしきたりも守らなきゃ、嫁
はうちに来たんだから駄目だみたいな感じのところ
も薄れてきている。逆に若い人たちは入りやすい環
境も整っている。その時に具体的にできることでい
うと、例えば、先ほどちょっと出た空き家などです
ね、ああいった全然関係なく入ってきてもらっても
いいのか、もしかするとそこにじいちゃんばあちゃ
んがいるんだけど、そこの孫が夫婦で入ってくると
いうときに、そういう空き家をどう使えるのかと
か、要するに２世帯が近くに住んでるんだけど別居
してるっていう形がやっぱり村の住民だって若い人
はみんなそういうことを望んでいるし、むしろ、戦
後の生まれだったりすれば、その方が望ましいとい
うふうに考えることもあるわけで、結局、生活から
変わってきているので、それに合わせて住宅とか、



― 45 ―

それから住まい方とか仕事のあり方とかということ
を、もう少していねいにサポートしていく。

だから、雇用促進住宅つくったときに、本当は外
から入れるはずだけど、近くの人間が移ってきたと
か、そういうこともあるんだと思います。それはそ
れでありだと、逆に需要があるんだから。そういっ
たようなことを踏まえて、仕事や住まいを、もう少
していねいに見ていく。

といったときに、もう一つ家族のことでいうと、里
帰りというのがすごく気になるんですよね。今まで
は里帰りというのは当たり前だったので、盆と正月
に帰ってきたりしていたんですけども、そろそろ大
都市で暮らしている２世代目辺りになってくると、
里帰りというのは結構金銭的に、それから心情的に
厳しくなってくる時期に入ってきてる。これを当た
り前に帰ってきてるから当たり前だと思っていてい
いのかどうか。もうちょっとここにつながるように
つくっていくような仕掛け、場合によっては、例え
ば里帰りだけじゃなくて、もう少しずらして帰って
くるような旅行券を出すとか、言い過ぎかもしれな
いけど、例えば、何かもうちょっと帰ってきたらここ
で使える何とか券を出すとか、そういうような形の
ことももしかしたらあり得るかもしれない。つまり
もう少し里帰りということを積極的に考えていく。
これからそういうことをしていくことによって、
こちらの方に若い人が少しずつでも戻ってくれば子
育てしやすい環境というのはこちらにあるんですか
ら、そういうことで帰ってきてくれさえすれば、と
も思ったりします。

そのときに、二つ目の話をするけど問題は東京一
極集中なんですよね。東京一極集中って誰がつくっ
たのか。高知県民がつくったのか、地方の人間がつ
くったのか、これは東京の人がつくったっていえば
言い過ぎですけども、日本全体でできてきた。少なく
ても東京にあるものですから、東京一極集中の当事
者ですね。ところが、東京一極集中の結果として、人
口減少が起きて地方のほうはとにかく人口減少が止
まらなくなってきている事態になってきたときに、
この事態を解消するために何ができるかというと、
東京も変わらないと多分、高知だって変わらないで
す。今私は東京でいろいろ、東京をどう変えるのか

を見てるんですけど、他方で東京の暮らしも相当に
行き詰まってきています。東京に仕事があると言っ
ても、賃金かなり安くなってきていますので、私は
首都大学の先生だからすごく給料も満点だと皆さん
お思いでしょうが、言いませんけれども、私の給料
聞いたらびっくりするだろうと思います。

国立大から移ってきて国立大の給料もかなり下が
りましたけど、手当がないので、額面は結構あるん
ですけど、手当を差し引くと・・・。それからいう
と、先ほど昼飯に刺身も出ましたが、東京だと刺身
もまずい、それから野菜がまずい。やっぱり食べる
物の豊かさでいうと値段高くてまずい物食ってる暮
らしと、やっぱり地方で、その逆なのとどちらがい
いのか。やっぱりそこら辺の判断ができる人にとっ
ては、東京の暮らしをずっと続けるのもおかしいな
と思っているところなんです。それで、先ほどから
頻繁に出てきている話なんですけど、首都直下地震
というものが必ず来ることになっています。東京の
暮らしは何かがきたときには、危ないなと感じてい
る人たちも多いんです。

さらにいうと、普通の災害よりも経済災害ですね。
何かがストップしたときに、飢える可能性がある。
そうすると、そこを含めていうと、将来のリスク考
えたときに、人生のリスクを考えたときに東京を選
ぶか地方を選ぶかという、ここで選択肢になるんで
すし、東京の人たちは頭のいい人も多いので、その
中でだから多分東大卒とか京大卒というのは結構来
て、やっぱり頭のいい人ほど地方回帰が進むのかも、
多分そういう制度になだれ込むんですね。特に若い
人ですよ。将来ここにいたら危ないので、こっちの
方が絶対安全だと思うので動いているんですね。

それをどういうふうな形で、うまくつなぎ止めて
いこうかということによって、私たちの生き残る道
が分かってくるし、東北なんかの人口減少なんてい
うのはある程度でストップするというふうに思って
います。私の周りに団塊世代もいるんだけど、多摩
ニュータウンですね、高齢化が進んで団塊世代が上
に入ってくる、65 歳以上が入ってくると急に限界集
落みたいになるんですね。この人たちを最終的にど
うしていくのかということを、今は元気だからいい
んですけど、将来的にはかかわって、ただ地方に行
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くというのだったら将来のリスクを分散させるため
にも、やっていかなきゃいけない仕事なので、これ
は率先して国がやるべきだし、そこを地方がしっか
り受け止めて、自分たちの地域のためになるような
指導力を進めていくことが必要なんだと思います。

（中河コーディネーター）
どうもありがとうございました。そしたら最後に、

山下先生の一部の基調講演も含めて、会場の皆さん
から今日のディスカッションに対するご意見とかご
質問を受けたいと思います。

（質問者）
黒潮町の金子です。私、結構遊ぶのが好きで、東

京にも 30 年ぐらい住んでたんですよ。息子も今東
京にいます。主人も東京で仕事辞めて、高知へ連れ
てきました。それで、黒潮町は海岸線がよくて松が
あって、入野松原があって本当にいいところです。
だから、あの自然がそのまま残っているじゃないで
すか。津波なんて一ぺん来たらその後はしばらく来
ないんですから、どうということないです。

大丈夫ですよ。うちのほうの海岸に住んでいる人
がね、こう言うてるんです。津波一ぺんだけだから、
家ものかないと。来たら来たときでえいと。みんな
ね、来ることは百も承知で暮らしてますよ。どうっ
てことない。以上です。

（武政）
これは、大方町とか黒潮町が守ってきたのではな

くて、国策で海岸線とか遅れてきた賜物でして、
四万十川もそうでしょう。清流というのは、結局開
発されなかった。非常にいい伸びしろを持ってます
から、そういったことに、希望を持って生活してい
ます。

（中河コーディネーター）
ほかにどなたかいらっしゃいませんか。

（質問者）
香南市で議員をしている竹村と申します。きょう

は同僚の議員と、そして職員も伺わせていただきま

した。今日のお話を聞いて、本当に参考になりまし
た。特に移住ということの中で、よくよく考えますと
私たちの町は合併ちょうど 10 年になるわけですけ
ど五つの町と村が合併しました。その中にあって、
藩政時代から赤岡町という町は今現在は昔から続い
ております絵金の絵、そして芝居小屋を再生し、そ
して春にはお酒の１升飲み大会と、また夏には絵金
祭り、この次の７日は、夜、きつねの嫁入りという
ようなこと、いろんな催しをやっておるわけですが、
きょうの移住という言葉の中で考えますと、赤岡も
移住を相当していってるんだなと。

と言いますのも、赤岡で活躍をしているのは女性
ばかりなんです。それはよそから来た嫁さんばかり
なんです。そういった人が赤岡に住んで、いろんな
ことを提案をしていただいて、今になっておるわけ
です。ここからが本題になります。

そのふるさと創生を含んで、今補正だけでも
4,200 万なんぼと香南市へ来てるんです。これは
もったいないから、何とか補正で使おうと考えたん
ですけど、余りにも時間がない。そして、どのよう
にこの町おこし、空き店舗や古民家、それを利用し
て、あるいは町おこしをどうやるかということで、
よく考えてみるとなかなか困難ということで、今度
の年度から４年間あるということですが、そのまま
受けとめてこれを利用しながらやっていってかまん
のかどうか。そんなところを山下さん、高橋さんに
お聞きしたいと思います。

（高橋）
ご質問、ありがとうございました。そうですか、

4,200 万円、補正ね。あれ使ってしまわないと、使わ
ないとどうなんですか。そういうことで地域おこし
協議会なんていって若者を一応雇って、何人か入れ
てそれでやっぱり赤岡なり、香南市を強化してもら
うというのはあると思いますね。やっぱり地域再生
は、そこに住んでいる人たちだけではできないんで
すよ。よく言われますけども、「よそ者、若者、ばか
者」、こういう人たちに、見直してもらうというのは
あると思いますね。自分たちがその日常生活と同じ
ことやってるんだから、例えば水なんかだって、ど
んなおいしい水だって毎日飲んでいたらこんなもん
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だと思うけど、東京の水を飲んでいる人が赤岡行っ
て水飲んだら、これはうまいというようになって、
新しい発見になりますから、そういう形で例えば何
かそういうことをやるということも大事だろうと思
います。

あるいはその古民家、そこを内装を変えて、それ
で研修施設にして、それで都会から人を呼んで、そ
こで何か有機農法の野菜づくりを学ぶとか、何かい
ろんなことに使えると思うんです。伝承文化があっ
たら、神楽でもあったら、それを復活みたいなこと
も考えてみたらよろしいかと思います。何かそんな
ことで、かつて日本はこんなに豊かになったのに、
そこに住んでる人たちが豊かさを実感してないのが
現実でしょう。もっとゆとりのある暮らしを考えた
らいいよね。そのためには食べ物とか芸能とか文化
とか、踊りとか何かいろんなことがあるでしょう。
それをもう一回、再発見してそれで地域に根ざして
いって、それを次の時代につないでいく。そのため
に若者が必要なら、お神楽を編成したい、やる人い
ないかと言って芸術大学か何かに照会して、それで
スタッフを集めるとかいうことをやったらどうかな
と思うね。

（質問者）
ありがとうございました。人の要る時はまた高橋

さんらにお願いしますので。

（山下）
僕は行政マンじゃないんですけど、論理はすごく

簡単なんです。つまり、中心と周辺でいうと、中心
に全部引っ張られるんです。中心有利に動いていっ
て、行ってしまった奴を戻すということなんです。こ
れは人が動きだすとふるさと回帰なんですけど、人
だけでなくて仕事も開いてくるんですね。本来は農
業、漁業が基本です。農林漁業が基本です。ところ
が２次産業、３次産業、さらにはもっと高度な産業
が主に、全てが切られてしまっているので、それを
ある程度戻していく。このために、僕はお金を使う
のが一番単純で、だから地方交付税というのは、多
分、財政枠の中では素晴らしい制度だというふうに
見直されてきましたけど、あれで良かったんですよ

ね。それともう一つは、減反というのがよかったか
どうかは別として、農家の所得補償をしておけば、
若い人でもそこそこ食えるぐらいになってくれば、
プラスアルファで仕事を探してつくる。それを何か
商売をやるとか工場をやるみたいなことと組み合わ
せなきゃいけないぐらい仕事つくるというと、そこ
までやらなきゃいけないというと大変なんですね。
ちっちゃい仕事でいいんであればここでできるし、
その小さい仕事を支えるための農林漁業があるとい
う考え方でいうと、そこにちゃんとお金を使う。
4,200 万であれば、個々の農家にも配布するとか、
本当はそういうことが 10 年、20 年やりますよって
言えば安心して若い人は多分就農できるはずなんで
す。だとすれば平等ではなくて、子育て世代にちゃ
んと手厚くとか、それだったら今度は、高校、大学
出るのであればうちの町は全部出しますよというの
は、多分すっきりすると思う。結局、お金が足りな
いというのは、子育て世代が、子どもを育てるとき
に足りないわけだから。

だから、実はばらまきは駄目だと言ってるけども、
本当にいいばらまきであれば本当はいい。ただ今回
の創生はそういう形で使えないとすると、そちらの
方向へ持っていくためには、何か新たな公共づくり
みたいな使い方。調査だとか、さっきから言ってい
る、ここだと多分高知市内に相当行ってるし、また高
知市からも結構人が動いているから、そういった人
の動きを見ながら、その人たちが一体何を考えてい
るのか、一回集めて話をさせてみてはどうでしょう。

いろんなことができるんじゃないか。例えば大阪
に行った人や近畿、東京に行ってる人たちに１回支
援を出して、そういった人にこっちへ来てもらって、
意見交換をしてみるとか。例えば、そういうことが
正しいつながりをつくっていくきっかけになれるん
じゃないかと思うんですね。

（中河コーディネーター）
どうもありがとうございました。これで、今日の

シンポジウムを終わりたいと思います。長時間あり
がとうございました。




